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じ
め
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史
及
び
党
組
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概
要

第
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働
運
動
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統
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戦
線
運
動
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∴
節

戦
後
ド
イ
ツ
労
働
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動
の
構
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的
枠
組

第
二
節

労
働
組
合
、
経
営
協
議
会
に
お
け
る
共
産
党
の
運
動

ω

適
応

(以
上

一
二
巻
二

・
三
合
併
号
)

㈲

対
抗

㈲

統
合

(
以
上
本
号
)

第
三
章

統

一
戦
線
運
動
に
お
け
る
政
府
構
想
1

「
労
働
者
政
府
」
論

佃

対

抗

本
項
で
は
、
共
産
党
の
大
衆
組
織
内
運
動
に
対
す
る
、

(279)

 

自
由
労
組
系
指
導
部
の
対
抗
の
諸
措
置
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
共
産
党
の
態
度
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の
幾

つ
か
を
論
述
す
る
。
組
合
側

の
対
抗
措
置
は
、

形
式
的

に
は
、
組
合

の
規
約
、
決
定

に
対
す

る
違
反
乃
至
逸
脱

の
行
為
を
対
象
と
し

て
な
さ
れ
、

そ

の
点

は
、
協
議
会
運
動

に
対

し
て
も
同
様

の
形
態

で
遂
行
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は

一
見
自
明

の
事
柄

に
も
み
え
る
が
、

し
か

し
こ
の
時
期

に
は
そ
れ
は
、
新

し
い
全
員
組
織

(協
議
会
)
に
対
す
る
、

旧
来

の
結
社
原
理

に
基
づ

く
労
組
側

の
対
抗
、

と
い
う
特
有

の
意

味
を
含
み
、

ま
た
右

の
点

と
侯

っ
て
、

こ
の
動
き
は
戦
後

の
組
合
運
動

の
集
権
化
傾
向

に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
、

と
み
る

こ
と
が

で
き

よ
う
o

さ
て
、

一
般

に
組
合
指
導
部

の
対
抗
行
動

は
、

「
組
合

の
政
党
よ
り

の
中

立
」
と

い
う
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
を
根
拠
と
し
、
組
織

か
ら
の
「
政

党

の
支
配

の
排
除
」
を
目
指
す
、

と
い
う
か
た
ち
で
実
施
さ
れ

た
。

こ
れ
ら

の
諸
措
置
が
相
当

に
系
統
化
さ
れ
る

の
は
、

ほ
ぼ

一
九

二
〇

年
末

の
共
産
党

と
独
立
社
民
党
左
派

の
合
同
後

の
こ
と

で
あ
る
が
、

こ
の
合
同

の
直
後

に
は
、

A
D
G
B
全
国
委
員
会

は
個

々
の
組
合

に

(
1

)

対

し
、
「
あ

ら
ゆ
る
規
約
上

の
手
段

を
駆
使
し
て
」
共
産
党

の
運
動

に
対
抗
す
る

こ
と
を
明
示
し
た
。
ま
た

=

回
労
働
組
合
大
会

で
は
、

全
国
執
行
部
報
告

に

「
共
産
主
義
者

の
煽
動
」
と

い
う

一
項
が
挿
入
さ
れ
、

そ
れ

に
よ
る
と
、
【
『
黄
色
ア

ム
ス
テ
ル
ダ

ム

・
イ

ソ
タ
ー
で

は
な
く

モ
ス
ク
ワ
を
』
な
る
ス

ロ
ー
ガ

ソ
の
下

に
、
組
合

の
内
部

で
そ

の
政
党
政
治
的
な
目
的
を
果
そ
う
と
す

る
モ
ス
ク
ワ
派

の
試
み

の

へ
　

　

増
大
」

に
批
判
が
加
え
ら
れ
た

の
で
あ

る
。
か
か
る
組
合
指
導
部

の
姿
勢

に
基
づ

い
て
頻
繁

に
行
使

さ
れ
た
対
抗
措
置

は
、
具
体
的
に
は
、

反
対
派

の
組
合
員

に
対
す

る
除
名
処
分

の
執
行
、
組
合

・
協
議
会
選
挙

に
お
け

る
種

々
の
介
入
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
規
制
、
闘
争
資
金

の
凍

結

に
よ
る
反
対
派

の
活
動

の
抑
止
、

で
あ

っ
た
。
以
下
各
点

に

つ
い
て
論
ず

る
が
、

そ
れ
ら

の
問
題

を
検
討
す

る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

ま
た
、
当
時

の
共
産
党

の
組
合
内

の
勢
力
が
如
何

ほ
ど

の

レ
ヴ

ェ
ル
に
達

し
て
い
た
か
を
、
側
面

か
ら
知
る
こ
と
が

で
き

る
で
あ
ろ
う
。

先
ず
、
組
合
側
が
最
も
多
く
行
使

し
た
対
抗
措
置

は
、

反
対
派

の
組
合
よ
り
の
除
名

処
分

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
共
産
党

の
運
動

は

ヘ

ヘ

へ

最
も
深
刻
な
打
撃

を
蒙

っ
た
、

と

い
い
う
る
。
特

に
こ
の
時
期

に
は
処
分
対
象

の
大
量
性
が
顕
著

で
あ
り
、
そ

の
点

は
組
合
指
導
部
と
共

産
党

の
運
動
と

の
対
抗

の
激
し
さ
を
示
す
も

の
で
あ

っ
た
。

50Czso)



ドイッ共産党の統m戦 線運動の構造H

こ
れ
を
組
合
別

に
み
る
と
、
と
り
わ
け
同
党

の
勢
力

の
強

い
金
属
、
建
築
、
鉄
道

で
は

「
共
産
党
員

と
の
闘

い
」
が
強
調
さ
れ
、

そ

の

(
3

)

場
合

に
は
、
長
年
第

一
線

の
地
位
に
い
て
組
合
員

よ
り

の
信
頼
を
得

て
い
る
者
が

た
び
た
び
処
分

の
対
象

と
さ
れ
た
。
除
名
理
由

で
最

も

多

い
事
例

は
、

種

々
の
行
為

に
よ
り
組
合
運
動

に
損
害
を
与
え
た
と

い
う
漠

た
る
理
由

に
基
づ
く
そ
れ

で
あ

っ
た
、

と
さ
れ
る
が
、
更

に

処
分

の
理
由

に
は
、

次

の
よ
う
な
幾

つ
か
の
パ
タ
ー
ソ
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
ω
組
合

の
方
針

に
反
対

の
立
場
を
と
る
呼
び
か
け
、

ビ

ラ
の
発
行
、
②
各
組
合
、
自
由
労
組
、
国
際
労
働
組
合
連
盟

か
ら

の
分
裂

を
図
る
集
会

へ
の
参
加
、
紛
組
合
費

の
不
払

い
、
組
合

の
承
認

を
経

な
い
特
別

の
寄

金

の
徴
収
、
ω
経
営
協
議
会

そ

の
他

の
選
挙

に
際

し
、
特
別

リ
ス
ト
の
候
補
者
と
な
る
こ
と
或

い
は
そ
れ
を
支
持
す

(
4

)

る

こ
と
、
及
び
㈲
共
産
党
系

フ
ラ
ク
シ

ョ
ソ
の
建
設
で
あ
り
、
上

の
諸
事
由
は
ほ
ぼ
反
対
派

の
活
動

の
態
様
を
網
羅
す
る
も

の

で

あ

ろ

う
。
除
名
処
分
が
最
初

に
多
用

さ
れ
た
の
は

一
九
二

一
年

の

「
三
月
行
動
」
後

で
あ
り
、

ヴ

ァ
ル
ヒ
ャ
ー
の

「
誇
張
せ
ざ

る
評
価
」

に
よ

(
5

)

れ
ば
被
除
名
者

の
数

は
約

一
万

で
あ

っ
た
。
そ

の
結
果
、
例
え
ば
金
属
労
組
第

一
五
回
総
会

で
は
、

地
区

で
多
数

の
票
を
得

た
二
三

一
名

の
代
表
者
中
約

一
〇
〇
名
が
除
名

処
分

に
付
さ
れ
、

ま
た
建
築
労
組

で
は
代
議
員

の
み
な
ら
ず
そ
れ
を
派
遣
し
た
グ

ル
ー
プ
も
組
合

か
ら

(
6

)

追
放
さ
れ
る
、
と

い
う
如
き
事
態

も
存
在

し
た
。

こ
の
除
名
処
分

は
、
右

の
時
期
以
降

一
旦
は
鎮
静
し
た
が
、
翌
年

の
後
半

に
な
る
と
再
び
活
発
化
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
以
降

の
山
猫

ス

(
7

)

ト
ラ
イ
キ
の
激
化
と
後
述
す

る
共
産
党
系
経
営
協
議
会
大
会

の
開
催
、
及
び
社
民

・
独
立
社
民
両
党

の
合
同

に
よ
る
独
立
社
民
党
系

反
対

派

の
消
失
、

を
主
要

な
理
由
と
す
る
が
、
特

に
建
築
労
組

で
は
、

一
九

二
三
年

一
月

ま
で
に
二
万
二
千
人
も

の
除
名
者
が
あ
り
、
そ

の
他

(
8
)

鉄
道
、
鉱
山
、
金
属
、
農
業
、
化
学
、
繊
維
各
労
組

で
多

く

の
処
分
が
行
な
わ
れ
た
。
更

に
地
区
組
織
全
体
が
組
織

処
分
に
付

さ
れ

る
場

合
が
あ
り
、
鉄
道
労
組

で
は
ベ

ル
リ

ン
地
区
組
織

(構
成
員
二
、
二
万
名
)
が
、

一
九

二
三
年

の
初
頭

に
共
産
党
系

の
地
区
執
行
部
を
選
出

(
9

)

し
た

こ
と
か
ら
全
組
織
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
但

し
、

こ
の
よ
う
な
全
体
組
織

へ
の
処
分
は
自
由
労
組
幹
部

に
よ

っ
て
も
必
ず

し
も
容
認

は
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
り
、

ラ
イ
パ

ル
ト
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
全

(地
区
)
グ

ル
ー
プ

を
除
名
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
ね

ば

な

ら

な
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い
。
そ

の
よ
う
な

こ
と
を
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ

は
、
組
合

の
分
裂
者

と
し
て
大
衆

の
評
価

を
失
う

こ
と

に
な
ろ
う
。L
と
す
る
警
告
を
発
し

(10
)

て
い
る
。

共
産
党
員
を
組
合
大
会

の
代
議
員
、

各

レ
ヴ

ェ
ル
の
組
合
執
行
部

か
ら
排
除
す
る
た
め
の
措
置
も
、
幾

つ
か
の
形
態

で
実
施

さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
組
合
大
会

に
関
し

て
は
、
多
く

の
組
合

は
代
議
員

の
直
接
選
挙
を
避
け
、
全
国
執
行
部

の
指
名

に
基
づ

い
て
そ

の
決
定

を
行

な

っ
た
。
例
、兄
ば
建
築
労
組

で
は
、

一
九

一
九
年

の
組
合
大
会

で
の
決
定

に
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
二
二
年

の
大
会

で
は
代
議
員

の
直
接
選

(
11
)

挙

は
実
施

さ
れ
な
か

っ
た
。
選
挙
が
行

な
わ
れ
た
場
合

で
も
、
組
合
指
導
部

は
選
挙
区

を
作
為
的

に
設
定

し
て
共
産
党
系

の
代
議
員

の
進

(
12

)

出

を
妨

げ

(
い
わ
ゆ

る

「
選
挙

戦
用

の
幾

何
学
」

《
=
≦
p
巨
犀
.
一。
『q
。。
。q
。
。
ヨ
。
件.
一。
.、》
)
、

ま

た

先

に
も

み

た

よ

う

に
選

出

さ

れ

た

代

議

員

を
直

接

除

名

す

る

例

も

少

な

く

な

か

っ
た

の

で
あ

る

。

ヘ

へ

組
合
組
織
-
特

に
地
区
執
行
部

の
役
員
ポ

ス
ト
か
ら
共
産
党
員

を
除
名
す
る

こ
と

は
し
ば
し
ば
試

み
ら
れ
た
。

こ
の
措
置

は
、

共
産
党

員
が
執
行
部
選
挙

に
立
候
補
し
或

い
は
当
選
し
た
場
合

の
、
非
公
認
措
置
乃
至
は
除
名
処
分
に
基
づ

い
て
実
行
さ
れ
た
。
木

材

労

組

で

は
、
共
産
党
系

の
反
対
派

に
所
属
す
る
組
合
員

は
、
執
行
部
活
動
そ

の
他

の
幹
部
活
動

へ
の
参
加
が
禁
止
さ
れ
た
。
ま
た
金

属

労

組

で

は
、

↓
九
一
二

年

に
作
成

さ
れ
た
規
約

で
、

地
区

の
執
行
部

は
全
国
執
行
部

の
承
認
を
必
要
と
し
、
地
域

の
指
導
部

は
同
じ
く
全
国
執
行

(
13
)

部
が
指
名
す

る
旨
が
規
定

さ
れ
た
。
更

に
鉄
道
労
組

の
場
合

に
は
共
産
党
七
回
大
会

で
次

の
よ
う
な
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

鉄
道
労
組
ベ

ル
リ

ン
地
区

で
は
選
挙

の
結
果
、

共
産
党

の
著
名
な
活
動
家

ゲ
シ

ュ
ケ

(ρ

O
。
ω畠
箒
)
が

議
長

に
選
出
さ
れ
た
が
全
国
執

行
部

は
こ
れ
を
承
認

せ
ず
、

そ

の
た
め
再
選
挙
、
再

々
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
が

い
ず
れ
も
ゲ
シ

ュ
ケ
が
選
任

さ
れ
た
。
し
か
し
な
お
執
行

部

は
そ
れ
ら
の
選
挙

を
認

め
ず
、
遂

に
ゲ

シ

ュ
ケ
を
除
名
処
分

に
付

し
た
。

こ
れ

に
対
し
、
組
合
集
会

で
選
出
さ
れ
た
委
員
会
が
満
場

一

致

で
除
名
処
分

の
根
拠

の
な
き

こ
と
を
決
議
し
た
が
、

執
行
部

は
、
そ

の
後
も
ゲ

シ

ュ
ケ
が
組
織

に
残

る
な
ら
ば
新
選
挙

は

行

な

わ

な

い
、

と
言
明
し
、
結
局

こ
の
圧
力

に
よ

っ
て
、

ド

レ
ス
デ

ソ
の
鉄
道
労
組
大
会

で
は

一
〇
三
対
九
七

の
僅
差
な
が

ら
ゲ

シ

ュ
ケ
の
除
名
が
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(
14
)

承
認
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

次

に
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題

に
関
し
て
は
、
組
合
指
導
者

は
、
規
約

に
従
わ
な
い
ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
生
を
極
力
抑
え
、

反
対
派

の
闘
争
力
を

減
殺
す
る
こ
と
に
努

め
た
。

一
九
二
〇
年

二
月

の
A
D
G
B
全
国
委
員
会

は
、

「執
行
部

の
同
意

を
経
ず
地
域
委
員
会

の
み
で
決
定

さ
れ

た
賃
金
率
及
び

ス
ト
ラ
イ
キ
に
対

し
て
は
、
如
何
な
る
場
合
も

こ
れ
を
援
助

し
な
い
」
旨
を
決
定
し
な
範
・

更

に

コ

回
組

合

大

会

で

は
、
組
合
指
導
部

は
、

ス
ト
ラ
イ
キ
運
動

を
全
く
自
己

の
指
導

下

に
お
さ
め
る
こ
と
を
図

っ
た
。
即

ち
、

こ
の
大
会

で
提
案

さ
れ
た

「
組

合

運

動

の
組

織

形

態

と

方

法

」

(
・
o
嬉

巳
。・
魯

8

ω
h。
§

。
・
醒
民

蓄

穿
呂

2

黄

o
窒

露

。・6
薮

冨
落

蓄

αq
彗

α自
:
)

で

は
、

ス

ト

ラ

イ

キ

問

題

に
関
し
、
ω

ス
ト
ラ
イ
キ
の
前

に
あ
ら
ゆ

る
種
類

の
交
渉
を
行
な
う
、
②

ス
ト
ラ
イ
キ

の
指
導
、
要
求
内
容

に
つ
い
て
は
組
合
執
行
部

の

事
前

の
承
認
を
得

る
、
③
そ
れ
ら
の
決
定

に
従
わ
な
い
場
合

は
ス
ト
ラ
イ
キ
資
金
は
支
給
さ
れ
な
い
、
ω
規
約

に
違
反
す
る

ス
ト
ラ
イ
キ

に
対
し
て
績

合
は
こ
れ
を
中
止
さ
せ
る
霧

を
有
す
る
・
な
ど
が
規
定
さ
鶏

・
こ
の
提
案
は
・
そ
の
指
導
方
式
の
集
薩

の
故
繕

局
大
会

で
は
採
択

さ
れ
ず
全
国
委
員
会

に
付
託

さ
れ
た
が
、

し
か
し
上
記

の
方
向

に
沿

っ
た
山
猫

ス
ト
ラ
イ
キ
の
規
制

は
し
ば
し
ば
行
な

わ
れ
、
特

に

ス
ト
ラ
イ
キ
資
金

の
凍
結

は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
抑
制

に
多

く

の
効
果
を
発
揮

し
た

の
で
あ

る
。

以
上

に
述

べ
た
よ
う
な
組
合
側

の
種

々
の
対
抗
措
置

は
、
共
産
党

の
運
動

に
多
く

の
困

難
を
も
た
ら
し
た
。
総
じ

て
、

こ
れ
ら

の
措
置

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

に
対
す
る
共
産
党

の
態

度
は
、
組
合

の
内
部

で
は

↓
般

に
受
動
的
と

い

っ
て
よ
く
、

な
お
、
漸
増
す
る
組
合
隣
接
組
織

(連
合
及
び
被
除
名

者
組
合
)
の
存
在

に
よ

っ
て
こ
の
点

は
幾

つ
か
の
修
正
を
加
え
ら
れ
た
、

と
要
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

さ
て
、
共
産
党

は
、
組
合
指
導
部

の

「
組
合

の
中
立
」
論
に
対
し

て
は
こ
れ
を
強
く
批
判
し
、
後

に
も
述

べ
る
よ
う

に
組
合
運
動

の
全

体

と
し
て
の

「
政
治
化
」
を
企
図
し
た
が
、

他
面
党
員

の
組
合

よ
り

の
脱
退

は
、
「
組
合

の
分
裂
」

を
も
た
ら
す
も

の
と
し
て

党
自
身

に

よ
り
端
的

に
否
定
さ
れ

た
。
換
言
す
れ
ば
、

共
産
党

に
あ

っ
て
は
、
組
合
運
動

の

「
政
治
的
な
」
性
格

は
、

組
合
指
導
者

の
構
成
・

そ
の

(283}53



指
導

の
方
向

に
お
い
て
自
明

の
事
柄

で
あ
り
、

こ
れ

に
対

し
組
合

の

「
非
政
治
性
」
と
は

一
般
成
員

の
意
識
状
況

に
由
来

す
る
組
合
運
動

の
現
在

の
状
態
を
指
す

に
す
ぎ
ず
、

こ
れ
ら
は
組
合
内

の
共
産
党

の
活
動

に
よ

っ
て
克
服
す

べ
き
も

の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、

既
述

の

「
三
月
行
動
」
後

の
大
量
処
分

に
際

し
て
も
、

同
党

の
態
度

は
全
体
と
し
て
抑
制
的

で
あ
り
、

例
え
ば
あ

る
決
議

に
よ
れ
ば
、
組

合
除
名
者

の
た
め
の
特
殊
な
組
織

は

つ
く
ら
ず
、
地
区
処
分

の
場
合

に
も
そ
の
地
区

は
以
前

と
同
様

に
当
該

の
組
合

に
所
属
す

る
意
思
を

(
17
)

表
明
す

る
、

な
ど
が
決
定

さ
れ
た
に
と
ど
ま

っ
た
。
ま
た
、

二
度

目
の
大
量
処
分
が
あ

っ
た
翌
年

の

一
〇
月

に
は
第
二
回

の
組
合
反
対
派

(
18

)

全
国
会
議
が
開

か
れ
た
が
、

こ
こ
で
も
ほ
ぼ

同
様

の
諸
点
が
確
認
さ
れ
、
組
合
再
加
入
を
目
指
す
運
動

の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
の

よ
う
な
共
産
党

の
態
度

は
本
稿

の
対
象
と
な

る
時
期

に
は
ほ
ぼ

一
貫

し
て
お
り
、
組
合
幹
部

の
恣
意
的
な
規
約

の
解
釈
、
変
更

に
対

し
て

は
、

「
規
約
を
遵
守
す
べ
き
」

こ
と
す
ら
も
言
及
さ
れ

た
。

概

し
て

「
組
合

の
統

一
」

と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

共
産
党

の
側

に
お
い
て

も
重
要
な
組
織
象
徴

の

一
つ
と
し

て
使
用
さ
れ
、
欄
組
合

の
分
裂
者
」
な
る
言
辞
は
、

除
名
措
置

を
強
行
す
る
組
合
指
導
部

へ
の
批
判

の

言
葉

と
も
な

っ
た

の
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
の
よ
う

な

「
統

一
」
、
「
分
裂
」
を
め
ぐ

る
表
現

の
う
ち
に
、
同
党

の
組
合
運
動

に
お
け

る

鼎
正
統
性
」
意
識
創
出

の
意
図
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な

お
、

上
記

の
点
と
関
連

し
て
や
や
異

な
る
の
は
組
合
選
挙
と
資

金
凍
結

の
問
題

に

つ
い
て
で
あ

り
、

こ
の
う
ち
前
者

に
関

し
て
は
、

共
産
党

は
協
議
会
選
挙

に
な
ら
い
比
例
代
表

に
基
づ

く
選
挙

を
志
向

と

し
て
も

っ
た
。
但
し
こ
の
点

は
個

々
の
組
合

で
は
殆
ど
具
体
的
な
意
味

を
も
た
ず
、

わ
ず
か
に
金
属
労
組
内

で

一
定

の
根

拠
を
も

つ
こ

と
が

で
き
た
。

こ
れ
は
主
と
し
て
共
産
党
が
勢
力
を
も

っ
た
地
区
段
階

で
議
論
さ
れ
、
前
記

の
同
労
組

一
五
回
総
会

で
は
、

共
産
党
系

の

代
議
員
は
、

地
区
執
行
部

の
選
挙

を
比
例
代
表
制

に
よ

っ
て
行
な
う
、
と

い
う
議
案

を
提
出
し
た
。
し
か
し

こ
の
提
案

は
会
議

で
は
否
定

(
19

)

さ

れ
、

彼

ら

は
そ

の
後

に
は
改

め

て
、

組
合

の
定

め

た
決

定
、

規

律

を
破

る
意

思

の
な

い

こ
と
を
表

明

し

た

の
で
あ

っ
た
。

ま
た
共
産

党

は
組

合
側

の
資
金

凍

結

の
試

み

に
対

抗

し
て
、
フ
ラ
ク

シ

ョ
ン
、

支

持
者

の
寄

金

に
よ

る

「
闘
争

基

金
」

(二
}(凶】R開O
h喘O
昌
血
oo甑()
と

い
う
資
金

(
20
)

制
度

を

つ
く

っ
た
が
、
寄
金
者

は
組
合
を
除
名

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
更

に
財
政
的
理
由
か
ら
党

の
地
域
組
織

で
は
組
合
部
専
従

の
書
記

54(284)



員

を
解
任
す
る
、

(
21
)

と

い
う
事

情

も
あ

り
、

「
基
金
」
を
め
ぐ

る
財
政
状
況

は
劣
悪

で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

ドイツ共産党の統一戦線運動の構造H

上

に
み
た
通
り
、

共
産
党

は
、
組
合
側

の
対
抗

に
対
し
て
は
む
し
ろ
防
衛
的

と
も

い
う
べ
き
姿
勢
を
も

っ
た
が
、

と
こ
ろ

で

こ

の

よ

う
な
同
党

の
態
度

は
、

ま
た
、
労
働
組
合
よ
り

の
脱
退
を
主
張
す

る
党
内

の
潮
流

へ
の
配
慮

か
ら
も
生
ま
れ
た

の
で
あ

っ
た
。
前
述

の
よ

う
な
組
合
側

の
広
汎
な
統
制
措
置

は
同
党

の
運
動

の
場
を
著

し
く
退
定

し
、

そ
の
結
果
、

「組
合

の
内
部

に
お
け
る
活
動
」

と

い
う
方
針

は
、

党
指
導
者

の
強
調

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
党
内

に
た
え
ず
不
満
を
醸
成
さ

せ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
右

の
問
題

は
こ
の
時
代
に
は
、

と

り
わ
け

て
自
由
労
組
外

の
連
合
系
組
織
及
び
被
除
名
者
組
合
と
の
関
係

の
如
何
と

い
う
形
態

を
も

っ
て
表
現
さ
れ

る
こ
と
と
な

っ
た
。
本

項

の
最
後

に
は
、

こ
の
問
題

を
時
期
的
な
経
緯

も
含

め
て
や
や
立
ち
入

っ
て
検
討
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
共
産
党

の
運
動

の
、

「
境

界
」

の
問
題

の

一
端
を
提
示
す
る
で
あ

ろ
う
。

前
章

で
簡
単
に
言
及

し
た
左
派
系

の
連
合
組
織

は
、
革
命
期
後

の
特
徴
的
な
組
織

と
も

い
え
る
が
、

こ
れ
ら
は
、
革
命
時

の
協
議
会
運

動
を
範
と
し
、
政
党

の
指
導
機
能
を
否
定
す
る
急
進
的
な
労
働
者

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

た
。
連
合
系
組
織

に
は
幾

つ
か

の
分
派
が
存
在
す

る
が
、
そ

の
う
ち
、
党

二
回
大
会

で
排
除
さ
れ
た
旧
共
産
党
員
を
中
心
と
す
る
ド
イ
ッ
共
産

主
義
労
働
者
党
系

の

「
ド
イ

ッ
労
働
者
総
連
合

(二
〉
=
oq
o
ヨ
o
貯
o
>
門冨
騨
角

d
a
o
昌
U
①慕
。。9
冨
頴
ロ
。。

A
A
U
D
)
、

ア
ナ
ル

コ

・
サ
ン
デ

ィ
カ
リ

ス
ト
系

の

「
ド
イ

ッ
自
由
労
働
者
連
合
」

(こ
孚
魚
o
>
『冨
岸
O
「
q
巳
8

0
0
9
。。6
三
9。邑
吻

F
A
U
D
)
を
別
と
す
れ
ば
、

共
産
党
と
特
別

に
深

い
関
係

を
有

し
た
組
織
は
、
「
手
工

H

頭
脳
労
働
者
連
合

(協
議
会
組
織
)」
(d
.艮
8

α
震

瓢
・。巳
,§
ユ
〆
。
嘗
醇
9
冨
『
爲
痒
8
彊
p
巳
器
餓
。
呂
)
で
あ

っ
た
。

こ
の
独
特

の
名
称
(
以
下
、

手
工
日
頭
脳
連
合
と
略
記
す
る
)
は
、
同
連
合

の
目
指

し
た

「
経
営

に
お
け

る
肉
体
、

精
神
労
働

の
差
異

の
廃
棄
」

と

い
う
理
念

に
由
来
す

る
も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
組
織

は
ま
た

ル
ー

ル
地
方

の
炭
鉱
労
働
者

を
中
核

と
す
る
、

サ
ン
デ

ィ
カ
リ
ス
ト
的
な
労
働
者

を
も
含
む
諸
派

の
ゆ
る
や
か
な
協
働
組
織

と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、

同
地

の
共
産
党
系

の
労
働
者

に
は
こ
の
組
織

に
所
属
す
る
者
が
多

か

っ

た

の

で

あ

(285)55



る
。

そ

れ
故

に
、

こ

の
組
織

の
存
在

は
、

共
産

党

の
全
体

的

な

指
導

の
方

向

に
影

響

を
与

え

る

こ
と

は
少

な

か

っ
た
と

は

い
え
、

そ

の
地

域
的

な

凝
集

性

の
故

に
、

同
党

の
運
動

に
固
有

の
地
方

問
題

を

も

た

ら
し

た
、

と

み

る

こ
と
が

で
き

る
。

さ

て
、

ル
ー

ル
地
方

の
連

合
組
織

は
、

一
九

一
九
年

三

月

に
設

立

さ

れ

た

「
炭

鉱
労

働
者

総

連

合

」

(コ
≧

茜
§

。貯
。

切
。お
母
げ
魯

嘆

口
巳
8

、.)

の
成

立

を

も

っ
て
そ

の
嚇
矢

と
す

る
が

、

手

工

11
頭

脳
連

合

の
前
身

は
、

同
年

六

月

に
結
成

さ
れ

た
第

二
次

の
同
連

合

で
あ

っ

た
。

こ

の
組

織

は
、

少
数

派

と
し

て

ラ
イ

ン
ラ

ソ
ト

"
ヴ

ェ
ス
ト

フ

ァ
ー

レ
ソ
地

域

の
F

A
U
創

立

に
参

加

し
、

以
後

も
独

自

の
機
関

誌

(
22

)

を
発

行

し
て
自

ら

を
F

A
U

・
ゲ

ル
ゼ

ン
キ

ル
ヒ

ェ
ン
派

(聞
>
q
-O
。
一。・2
琴

6
ぎ
臼

男
一畠
嘗
躍

、.)
と
称

し

た
。
右

の
連

合

に
関

し

て
は
、

共
産

党

は
、

ハ
ン
ブ

ル
ク
系

の
急
進

派

を
排

除

し
た
党

二

回
大
会

後

も

否
定

的

な
態

度

を
と

ら
ず
、

ま
た

カ

ッ
プ

一
擾
時

の

ル
ー

ル
闘
争

に
際

し
そ
れ

が
果

た

し
た
役
割

を
承
認

せ
ざ

る

を
え
ず
、

党

と
連

合
組

織

と

の
関

係

は
自

由
労

組
系
組

合

と

の
関

連

で
複

雑

な
様
相

を
呈

し
た

の

で
あ

る
。

そ

の
た

め
、

党

五
、

六
回
大
会

で
は
、

ブ

ラ

ン
ド

ラ

ー
は

ル
ー

ル
地
方

の
連

合
組

織

に

つ
い
て
述

べ
、

共
産

党

は

(自

(
23
)

由
労
組
系
の
)
組
合

に
対
す

る
と
同
様
連
合

の
解
体

を
目
指
す

の
で
は
な

い
、

そ
し
て
連
合

か
ら
の
脱
退
と
炭
鉱
労
組

へ
の
加
入
と

い
う

ス

(
24

)

ロ
ー
ガ

ン
に
と

ら
わ

れ
ず
、

ル
ー

ル
で

は
す

べ

て

の
革

命

的

労
働
者

を
結

合
す

る

こ
と
が
重

要

で
あ

る
、

と
指
摘

し

て
、

同

地
方

に

お
け

る
組

合

と
連
合

組

織

の
併
存

を
承
認

し

た

の
で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ

で
手

工

11
頭

脳
連

合
が
、

先

の
ギ

ル
ゼ

ソ
キ

ル

ヒ

ェ
ソ
派

を

母
体

と

し
、

ベ

ル
リ

ソ
の
同
系

の
組

織

及
び

ブ

ラ

ウ

ソ

シ

ュ
ヴ

ァ

(
25
)

イ
ク
の
農
業
労
働
者

の
連
合
と

の
合
意

に
よ
り
創
立
を
み
た

の
は

一
九
二

一
年
九
月

の
こ
と

で
あ
る
が
、

こ
の
創
立
大
会
と
前
後

す
る
共

産
党
と
連
合
と

の
関
係

は
、

や
は
り
ω
組
合
被
除
名
者

に

つ
い
て
の
両
者

の
態
度

と
、
②
連
合
側

の
党
指
導

の
受
容
を
め
ぐ

る
問
題
、

に

よ

っ
て
ほ
ぼ
規
定

さ
れ
た
、

と
み
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

一
九
二

一
年

の
初
頭

に
は
、

ゲ

ル
ゼ
ン
キ

ル
ヒ

ェ
ン
派
と
共
産
党
と

の
接
近
が
改

め
て
図
ら
れ
た
が
、
一
月

の
会
議

で
は
連
合
側

か
ら
、

組
合
被
除
名
者

の
連
合
参
加

に
対
す
る
共
産
党

の
援
助
が
要
求
さ
れ
、
そ
れ

に
代
わ
り
、
連
合

は

「
組
合

か
ら
の
脱
退
」

と
い
う

ス

ロ
!

56CZss)
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(
26
)

ガ

ソ
を
放
棄
す

る
こ

と

が

提

案

さ
れ
た
。

こ
の
動
き

は
、

そ

の
後
党
指
導

の
強
化

を
図
る
共
産
党
員

の
フ
ラ
ク
シ

ョ
ソ
活
動

の
活
発
化

に
よ

っ
て
中
断

さ
れ
、

既
述

の
よ
う

に
、
他

の
連
合
系
地
方
組
織
と

の
協
定

の
後

に
、
九
月

に
は
手

工
11
頭
脳
連
合
が
共
産
党

の
全
面
的

な
支
持

を
得

な

い
ま
ま
に
結
成
を
み
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
お
、

こ
の
創
立
大
会

に
は
共
産
党
員
も
参
加
し
、

ま
た
党
中
央
部
員

の

へ

(
27
)

ッ
カ
ー
ト
が
副
報
告
を
行
な

っ
た

こ
と
は
、
同
党
と
連
合
と

の
密
接

な
関
係
を
示
す
も

の
で
あ

っ
た
。

上

の
共
産
党
と
手

工
目
頭

脳
連
合

の
関
係

に
関

し
て
は
、

ま
た
次

の
点
が
注
意

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
同
連
合

は
、

そ

の
方

針

と
し
て
、
労
働
協
約
制
度

を

一
応

は
承
認

し
、
ま
た
経
営
協
議
会
法

に
基
づ
く
協
議
会

へ
の
参
加
を
組
織

上
の
任
務

と
し

た

の

で

あ

る
。

こ
れ

に
対

し
A
A
U
D
は
経
営
協
議
会
選
挙
を
ボ
イ

コ
ヅ
ト
し
、

F
A
U
D
も
合
法
的
経
営
協
議
会

の
否
定
、
労
働
協

約
に
代

わ
る

(
28

)

新

た
な
賃

金
決

定

制
度

の
設
置

を
そ

の
路

線

と

し

た
。
従

っ
て

そ

の
点

か
ら
も
、

共

産
党

と
手

工

11
頭

脳
連

合

の
協
働

の
可
能

性

は
存
在

し

た
わ
け

で
あ

る
。

こ
れ

ら

の
共

産
党

の
志

向

に
も

か

か
わ

ら
ず

、
新

た

に
設

立

さ
れ

た
連

合

内

で
は

サ

ン
デ

ィ
カ

リ

ス
ト
系

の
勢

力

も
強

く
、

翌
年

二
月

に

は
A

A
U

D

と

の
間

で

「
闘
争

共

同
体

」

(二
閉
9。
ヨ
箕
αq
。
§
¢
ぎ
吻。冨
津
..)
が
結

成

さ
れ

た
。

し

か

し
同
年

の
中
部

ド

イ

ッ

の
農

業

ス
ト

ラ

イ

キ
が
、

こ

の
組
織

の
下

で
共
産

党

の
反

対

に
か

か
わ

ら
ず

強

行

さ

れ
、

統

一
的

な
指
導

を
欠

い
た
ま

ま
多

く

の
活

動

家

を

失

っ
た

こ

嫡

及
び
五
月

の
共
産
党
組
合
部

の
回
状

で
・
組
合

か
ら
除
名
さ
れ
て
再
加
入

の
見
込

み
の
な

い
者

燐

当
該

の
讐

フ
ラ
ク
シ

ョ
ソ
乃

(
30
)

至
党
組
合
部

へ
の
報
告

の
後

に
手

工
翻
頭
脳
連
合

に
加
入
す
る
旨
が
許
可
さ
れ
た

こ
と
、

を
理
由

と
し
て
両
者

の
主
張

は
漸
次
接
近
す

る

に
至

っ
た
。
そ

の
結
果
、

同
年

一
〇
月

の
全
国
大
会

で
は
、

共
産
党

の
方
針
を
大
幅

に
取

入
れ
た
行
動
綱
領
が
採
択

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
31

)

即

ち
こ
の
綱
領

で
は
、

政
治
闘
争

と
経
済
闘
争

の
結
合
、

共
産
主
義
的
な
経
済
建

設

の
原
則
、

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
が
、

と
り
わ
け
組
合

へ
32

)

内
反
対
派
党
員
と
連
合

の
協
働

の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、

そ
れ

に
基
づ

い
た

幽
組
合

の
獲
得
」

の
方
針
が
諒
承
さ
れ

た
の
で
あ

っ
た
。

以
上

の
よ
う

に
、
共
産
党
と
手

工
口
頭
脳
連
合

の
間

で
は
、

一
九

二
二
年
末

に
は
と
も
か
く
も
協
調
的
な
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ

(287)57



る
が
、

な
お
そ
れ
は
安
定
を
み
た
わ
け
で
は
な

か

っ
た
。
殊

に
翌
年

の
ル
ー

ル
闘
争
時

に
は
両
者

の
相
違

は
再
び
顕
著

に
な
り
、

ル
ー
ル

地
方

で
の
共
産
党

の
組
合
活
動

は
、

こ
の
時
期

に
は
連
合

の
存
在

に
よ
り
多

く

の
混
乱
を
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
ま

た
同
年

五
月

の
賃
金
闘
争
及
び
労
働
時
間
延
長
を
め
ぐ

る
ス
ト
ラ
イ
キ
に
際

し
て
も
、
両
者

の
指
導

の
間

に
は
齪
齪
が
あ
り
、
結
局
二
四

(
33

)

年

の
初
頭

に
は
連
合
側

の
中
央
組
織

は
分
裂
す

る
に
至

っ
て
い
る
。

他
方
、

こ
れ
ら
の
独
立
左
派
系

の
連
合
と

は
別

に
、

共
産
党

の
組
合
内
活
動

に
論
争
を
も
た
ら
し
た
組
織

は
、
組
合

の
被
除
名
者

か
ら

構
成
さ
れ
た
被
除
名
者
組
合
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら

の
組
合

は
、
自
由
労
組
内

の
組
合
除
名
が
急
増

し
た

一
九
二
二
年
後
半
以

降

に

籏

生

し
、
小
規
模

な
が
ら
各
地
で
活
動

を
続
け

た
。
そ
し

て
こ
の
組
織

は
、
成

立

の
事
情

か
ら
、
連
合

と
共
に
多
く

の
急
進
的
な
労
働
者

を
結

集

し
、
共
産
党

の
組
合
運
動
と

は

一
定

の
競
合
的
な
関
係
を
も

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
被
除
名
者
組
合

は
、
概

し
て
地
区
組
織
全
体
が
除
名
さ
れ

た
際

に
新

た
に
設
立
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
再
加
盟

へ
の
見
込
み

が

た
た
な

い
と
き

に
は
、
共
産
党

の
指
導
部
も

こ
の
組
織

の
存
在

を
黙
認

せ
ざ

る
を
得

な
か

っ
た
、

と
す
る
の
が
実
情

で
あ
ろ
う
。
組
合

か
ら

の
地
区

処
分
が
あ

っ
た
の
は
、
建
築
、
鉄
道
、
化
学
及
び
農
業
各
労
組

で
あ

っ
た
が
、

そ
れ

に
応
じ
て
右

の
諸
部
門

で
は
お
お
よ
そ

地
区
的
な
規
模
を
も

っ
て
幾

つ
か
の
被
除
名
者
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
以
下

に
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
次

の
通

り
で
あ

る
。
ω
被
除
名
建

築
労
働
者
組
合

(
<
①「ぴ
m
巳

号
『
窪
。。伊q
。の6
包
畠
ω①器
ロ

ロロ
塑
§
ヨ
①
冨
「)
ー

一
九
二
二
年

八
月

に
ザ

ク
セ
ン
の
ケ
ム

ニ
ッ
ツ
で

結

成

さ

れ
、

構
成
員

は
約
三
万
。
そ

の
指
導

は
ほ
ぼ
プ

ロ
フ
ィ
ン
テ

ル
ン
の
方
針

に
則
り
、
同
年

の
ザ

ク
セ
ン
建
築
労
働
者

の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
は
主
導

(
34

)

的

な
役

割

を
果

し

た
。

そ

の
労

働

協
約

に
お
け

る
賃

金
率

は
自

由

労
組

系

の
建

築

労
組

よ
り
も
高

か

っ
た
、

と

さ

れ

て

い
る
。
②

自
由

鉄
道

労
働

者

組
合

(津
。
一①
固
。,碧
冨
ぎ
臼
く
①.げ
碧
創
l

F
E
V
)
ー

前

出

の
鉄

道

労

組

ベ

ル
リ

ン
地
区

の
組

織

除
名

を

う
け

た
二
万

二
千

名

の

(
35
)

組

合
員

の
う

ち
、

七
千

名

の
労
働

者

に
よ

っ
て
創

設

さ
れ

た
組

織

。

一
九

二
三
年

六
～
七

月

に
は
全

国

に
活

動

を
拡

大

し

た
。
③

化

学
産

業

組

合

(一昌
ユ
=
ω叶『一〇<
O『げ
騨
口
匹
血
①
「
〔
一ず
O
ヨ
一①)
ー

一
九

二

二
年

一

一
月

の

ア

ニ
リ

ン
労
働

者

の
ス
ト

ラ
イ

キ
を
契
機

と
し

て
、

自

由

労
組
系

58(288)
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の
化

学

労
組

の
指
導

に
不
満

を
も

つ
労

働
者

が

ル
ー
ド
ヴ

ィ
ヒ

ス

ハ
ー

フ

ェ
ソ
、

プ

フ

ァ
ル

ッ
地
区

を
中

心

に
組

織

し
た
組

合

で
、

共
産

党
と

は
極

め
て
密
接
な
関
係

を
有

匙

・
ま
た
肇

部
門

で
は
・
そ

の
実
態

は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
「
ド
イ
ッ
農
林
業
労
働
者

(
37

)

組

合

」

(
<
o
触
冨

巳

α
震

い
き

阜
彗

匹
≦
巴
匹
⇔
ひ
o
津
巽

O
o
葺
。。
o
竃
器

血
。・
)

と

い
う

組

織

が

あ

り
、

や

は

り
組

合

反

対

派

の

一
部

を

糾

合

し

た

。
な

(
38

)

お
や

や
特

殊

な
組
織

と
し

て
、
ベ

ル
リ

ソ
で
は
、
党

と
連

合

及
び

被
除

名
者

組

織

の
結

合

を
目

指

す
共
産

党
員

の
ヴ

ァ
イ

ァ
ー

(勺
.
≦
2
巽
)

を
議

長

と

し
、

主

と

し

て
被

除
名

の
金
属

労
働

者

か
ら

な

る
「
ド

イ

ッ
産

業

労
働

組

合
ー

金
属

グ

ル
ー
プ
」
(o
。億
一。。。げ
。.
一口
血
ロ
。。け.冨
く
..冨
昌
α
,

O
「ロ
竈
¢
≧
簿
巴
一)
が

設

立

さ
れ

た
が
、

こ

の
組

織

は
共
産

党

に

よ

っ
て
否
定

さ
れ
、

ヴ

ァ
イ

ア

ー
自
身

は
そ

の
行
動

の
故

に

一
九

二

四
年

(
39

)

に

は
党

よ

り
除
名

処
分

を
受

け

て

い
る
。

次

に
、

地
区

的

な

ま

と
ま

り

を
も

た
ず

構

成
員

が

全

国

に
散
在

し
た
反

対

派
組

織

も
幾

つ
か
あ

り
、

こ

の
う

ち
、

[
製

本
労
働

者
組

合

『
反

対

派
』
」

(<
巽
審
巳

9
「
q⇔
ロ
9
玄
巳

。『

《ρ
唱宕
。。蒙
8
》)

は
、

自

由
労

組
系

の
ド

イ

ッ
製

本

労
組

か
ら
除

名

さ

れ

た
共
産

党
員

を
中

心

(
40
)

と
し
て
結
成

さ
れ
、

そ

の
構
成
員

は
約
三
千
で
あ

っ
た
。

ま
た

「
ド

イ

ッ
海
運
同
盟
」
(o
。彗
、。ず
①
曽
ず
謹
隔㊤
ず
.3
9
瓢鎚
)

は
必
ず
し
も
被

除
名
者

の
組
織

で
は
な

い
が
、
左
派
系

の
海
員

に
よ
り
設
立
さ
れ
、

一
九
二
四
年

に
は
プ

ロ
フ
ィ
ソ
テ
ル
ン
の
方
針

に
従
う

こ
と
を
決
定

し
た
(構
成
員
約

一
・
九
理
)
。
但

し
こ
の
組
織

は
・
自
由
労
組
系

の
ド
イ

ッ
運
輸
労
組

の

一
部
門

か
ら
分
岐

し
た
も

の
で
あ
り
、

む
し
ろ
独

立
し
た

一
つ
の
組
合

と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら

の
組
織
と
自
由
労
組
系

の
組
合

に
お
け
る
活
動
を
調
整
す
る

こ
と

は
、

共
産
党

に
と
り
極

め
て
重
要
な
課
題

と
な

っ
た
。
組
合

の
対
抗
行
動

へ
の
反
撹

か
ら
、
共
産
党
員

の
間

に
も
被
除
名
者
組
織

に
加
入
す

る
者
が
漸
増

し
、
他
方

そ

の
際

に
中
央
乃
至
地
域
指
導
部

の
指
導

は
介
在
し
な

か

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
党
指
導
部

は
、
そ
れ
ら
の
組
織

に
批
判
的

で
あ

っ
た
が
、

な
お
全
面
的

に
否
定
す

る
こ
と
は

で
き
ず
、

一
般

に
組
合
再
加
入
の
た
め
の
い
わ
ば
プ

ー

ル
組
織

と
し
て
こ
れ
を
位
置
付
け
た
、

と
み
る

の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

そ

れ

故

に
、
例
え
ば

ヘ
ッ
カ
ー
ト
は
被

除
名
者
組
合

の
任
務

に
関

し
、
「
(自
由
労
組
系
の
)
組
合
内

の
反
対
派
と
共

に
、
組
合

の
再
統

一
と
…
…
革

X289)59



(
42

)

命
的
精
神

の
養
成

に
向
け

て
闘
う
」
と
規
定

し
、
組
合
結
集

の
志
向
と
左
派
系
労
働
者

の
闘
争
力

へ
の
評
価
を
抽
象
的

に
折
衷
さ

せ
た
に

と
ど
ま

っ
た
。

こ
の
た
め
党

八
回
大
会
を
中
心
と
し
て
、
運
動

の
不
整
合
を
克
服
す
る
た
め
に
、
組
合
内
反
対
派
、
連
合
組
織
、
被
除
名

者
組
合

の
代
表

か
ら
な
る

「
労
働
委
臭

三

3

「げ
¢
曇

ω・・6
ξ

じ

の
設
置

と
そ

の
行
動
綱
領

の
作
成
が
決
定

さ
簿

・
ま
た
・
プ

。
フ

ィ
ン
テ
ル
ン
へ
の
加
盟
を
通
じ
て
、

被
除
名
者
組
織

へ
の
指
導

を
強
化
す
る

こ
と
が
図

ら
れ
、

こ
の
点

は
前
述

の
よ
う

に
建
築
、
海
運

の

分
野

で
は

一
定

の
成
果
を
収

め
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
様

々
の
試

み
に
か
か
わ
ら
ず
、
被

除
名
者
組
織

は
急
進
的
な
労
働
者

に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与

え
、
共
産
党

は
こ
の
組
織
を

め
ぐ
る
種

々
の
困
難
を
除
去
し
え
な
か

っ
た
。

一
例
を
あ
げ

る
な
ら
ば
、
前
出

の
自
由
鉄
道
労
働
者
組
合
は

一
九

二
三
年

に
は
全
国
に
組

織

を
拡
大

さ
せ
た
が
、

そ
の
運
動

は
自
由
労
組
系

の
ド
イ

ッ
鉄
道
労
組
内

の
反
対
派
活
動
と

の
競
合
を
も
た
ら
し
、

こ
の
た
め
共
産
党
組

(
44

)

合
部

は
同
組
織

と
の
関
係
を
断

つ
に
至

っ
た
。

か
く
し
て
八
回
大
会

で
決
定

さ
れ
た
労
働
委
員
会
が
と
も

か
く
も
開
催
さ
れ

た
の
は

ル
ー

ル
闘
争

の
敗
北
後

の

一
九
二
四
年

四
月
だ

っ
た
の
で
み
葡
。

上

に
み
た
よ
う

に
、
連
合
系
組
合
、
被
除
名
者
組
合

は
、

共
産
党

の
運
動

に
、

い
わ
ば

「
左
か
ら
」
動
揺

を
与

え
る
要
因
と
な

っ
た
。

共
産
党

は
、
自
由
労
働
組
合
内

の
運
動

を
党

の
最
も
重
要
な
課
題

の

一
と
し
た
が
、

な
お
急
進
的
労
働
者

の
同
労
組

へ
の
不
信

は
共
産
党

の
運
動

に
混
乱
を
生

ん
だ

の
で
あ
り
、

こ
の
点

は
、
先

に
も

ふ
れ
た
通
り
自
由
労
組

指
導
部

の
対
抗
行
動

の
強
さ
を
表

わ
す
も

の
と
も

い

、兄
よ
う
。
そ
の
意
味

で
、
当
時

の
労
働
組
合
は
、
前
節

で
述
べ
た
よ
う
な
多

く

の
不
安
定
要
因
を
も

っ
た
が
、
反
対
派

の
活
動

に
対
し
て

は
既
に
相
当

の
対
抗
力
を
保
有

し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が

で
き

る
の
で
あ

る
。

し
か
し
な
が

ら
、
当
時

の
共
産
党

の
運
動

の
方
向

は
、

こ
れ
ま
で
に
再
三
指
摘

し
た
よ
う
な

「
組
合

の
統

一
」

と
い
う
枠

に
と
ど
ま
る

も

の
で
は
な
か

っ
た
。
労
働
組
合
、
及
び
と
り
わ
け

て
経
営
協
議
会

を
組
織
的
な
手
段
と
す

る
運
動

の
狐
島

ひ
統
合

こ
そ
は
・

こ
の
党

の

固
有

の
目
標
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
は
次

に
こ
の
点

に
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

so(29D)
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㎝

統

合

共
産
党

の
大
衆
組
織
内

に
お
け
る
運
動

の
統
合

の
試

み
は
、

同
党

に
よ
る

「
下

か
ら
」

の
大
規
模
な
大
衆

の
動
員
と

こ
れ

に
対
す
る
単

一
の
政
治
指
導

の
賦
与
、

を
意
味
す

る
。

そ
れ
は

こ
の
時
代

に
は
直

ち
に
革
命
状
況

に
連
な
ら
な

か

っ
た
に
せ
よ
、

か
か
る
状
況
を
準
備

す
る
、

同
党

の

「
過
渡
的
」

な
戦
術

の
要
諦
と
な

っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

一
体

に
統

一
戦
線
戦
術
と
は
、

こ
の
目
標

を
実
現
す

る
た
め
の
、
様

々
の
指
導
様
式
を
総
称
す

る
も

の
に
他

な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
先

に
も
み
た
通

り
、
共
産
党

は
下
位
組
織
内

の
労
働
者

の
闘
争
力

に
し
ば
し
ば
依
拠

し
た
が
、

こ
の
運
動

は
、
例
え
ば
ザ
イ

(
1

)

デ

ル
の
述
べ
る
よ
う
に
、
組
合

の
集
権
的
機
能

に
対

し
協
議
会
内

の

闘
非
集
権
的

な
L
勢
力

を
動
員

し
そ
れ
に
対
置
す

る
に
と
ど
ま

っ
た

わ
け

で
は
な
か

っ
た
。
確

か
に
共
産
党

は
、

一
方

で
は

「
自

ら
選
出

し
た
経
営
協
議
会
委
員

に
対
し
て
も
、
時
と
し
て
そ

の
指
導

へ
の
不

(
2

)

信
を
表
明
す

る
」

と
い
う
如
き
、

経
営
内
従
業
員

の
非
集
権
的
な
対
抗

エ
ネ

ル
ギ

ー
に
党

の
運
動

の
固
有

の
基
盤
を
見
出
し
た
が
、
他
方

こ
れ
ら
の
運
動
を
結
合
し
、
自
己

の
統

一
的
な
指
導

の
下

に
響
導
す

る
こ
と
を
た
え
ず
意

図
し
た
の
で
あ
り
、
大
衆
組
織

に
お
け
る
共
産

党

の
運
動

は
、

こ
の
よ
う
な
両
極
的
な
志
向

を
統

一
さ

せ
る
も

の
と
し
て
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

い
ま

こ
の
点

を
、
共
産
党
自
身

の
運
動

表
象

に
即

し
て
述

べ
る
な
ら
ば
、
統

一
戦
線
運
動

の
論
拠

と
な

っ
た

「
あ
ら
ゆ
る
経
済
闘
争
が
、
危
機

の
時
代

に
は
急
速

に
政
治
権
力
を

め
ぐ

る
政
治
闘
争

に
転
化
す
る
」
と

い
う

テ
ー
ゼ
は
、
あ

ら
ゆ
る
急
進
的
な
経
済
的
要
求

に
基
づ

く
闘
争

を
指
導

し

つ
つ
、

な
お
こ
の
運

動

を

「
急
速

に
」
統
合

し
、
そ
れ

に
統

一
的
な
政
治
的
性
格
を
与
え
る
、

と

い
う
課
題

を
同
党

に
付
す

こ
と
と
な

っ
た

の
で
あ

る
。
そ
し

て
、

か
か
る
運
動

の
構
造

は
、
統
合
的
な
運
動

へ
の
展
望
を
欠
く
他

の
ア
ナ
キ

ス
ト
系
、

サ
ン
デ

ィ
カ
リ
ス
ト
系

の
諸
組
織

と

は

異

な

る
、

共
産
党

の
統

一
戦
線

運
動

の
顕
著

な
特
色
と
な

っ
た
、

と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

さ
て
、
共
産
党

に
よ
る
運
動

の
統
合

の
形
態

は
、

こ
れ
を
二

つ
に
類

型
化

す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は

一
つ
に
は
、
協
議
会
原
理

に

連
な
る
組
合

の

「
産
業
別
組
合
」

へ
の
再
編

の
主
張

で
あ
り
、
第
二

に
は
そ
れ
は
協
議
会
自
身

の
国
的
、
地
域
的
な
統
合

の
試

み
で
あ

っ

(293)63



た
。
即
ち
共
産
党

は
、

一
面

で
は
既
存

の
組
合
運
動

と
接
続

し

つ
つ
、

な
お
改

め
て
経
営
協
議
会

の
特
質

を
利

し
た
運
動

の

「
全
体
的

な
」
結
集
を
目
指
し
た
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ

の
運
動
が
相
当

の
影
響
力
を
持

っ
た
点

に
、

わ
れ
わ
れ
は
、
革
命
期
直
後

の
時
代

の

一
つ

の
性
格
を
し
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

s4(294)

右

に
概
観

し
た
よ
う
な
共
産
党

の
企
図
を
、

わ
れ
わ
れ
は
先
ず
労
働
組
合

の
産
業
別
組
合

へ
の
再
編

の
志
向

に
お
い
て
見
出
す

こ
と
が

で
き

る
。

こ
の
課
題

は
同
党

の
運
動

に
よ

っ
て
具
体
化

さ
れ

た
わ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
ら

は
宣
伝
的
な
性
格

の
域
を

こ
え
な
か

っ
た
の
で

あ
る
が
、

し
か
し
自
由
労
働
組
合

の
内
部

で
も
そ
れ
を

め
ぐ
る
同
種

の
論
争
が
あ
り
、
そ

の
面

で
共
産
党

の
主
張

は

一
つ
の
現
実
性
を
も

ち
え
た

の
で
あ
る
。
以
下
先
ず

こ
の
問
題

の
要
点

か
ら

ふ
れ
よ
う
。

自
由
労
働
組
合

の
産
業
別
組
織

を
め
ぐ

る
問
題

は
、
組
合

の
発
生
史
的
な
事
情

に
遡
る
組
織
的

な
特
性

に
由
来
す

る
。
そ
も
そ
も
前
章

で
述
べ
た
通
り
ド
イ

ッ
の
労
働
組
合

は
主
と
し

て
職
業
別

の
横
断
組
織
と
し
て
構
成
さ
れ
た
が
、

こ
れ
は
、
初
期

の
組
合
が
職
業
毎

の
熟

練

工
員

を
中
心
と
し
た
互
助
組
織

で
あ
る

こ
と
を
そ

の
根
拠
と
し
た
。

し
か
し
、
組
合
が
巨
大
な
大
衆
組
織

に
転
化
す
る
と
と
も

に
、
横

断
的
な
職
業
別
組
織

の
も

つ
非
能
率
性
が
早
く
か
ら
組
合

の
活
動
家

に
よ

っ
て
批
判
さ
れ
、

こ
の
問
題

は
共
和
国
初
期

に
も
重
要
な
争
点

を
形
成

し
た
。
既

に

一
〇

回
組
合
大
会

で
邦

H
自
治
体
労
組
は
、
組
合

の
産
業
別
組
合

へ
の
改
編

を
主
張
し
、
自
由
労
組
指
導
部
も
原
則

的

に
こ
の
提
案

を
諒
承
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
組
織

の
急
激
な
再
編
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、

既
存

の
職
業
別
組
合
を
漸
次
融
合
、

(
3

)

 結
集
し
て
実
現
を
図
る
こ
と
を
内
容
と
し
、

な
お
現
実
化

へ
の
プ

ロ
セ
ス
を
明
示
す

る
も

の
で
は
な

か

っ
た
。

し
か
し
、

経
営
者
側
が
そ
の
勢
力
を
回
復
す
る
に

つ
れ
交
渉
団
体

を
統

一
化

し
て
き
た

の
に
対

し
、
組
合

は
多
く

の
職
業
別
組
織

を
交

渉

に
あ
た
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
各
経
営

に
複
数

の
組
合
を
存
在

さ
せ
る
と
い
う
如
き
非
能
率
性
も
残
存

さ
せ
た
。

こ
の
た
め
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
批
判
が
組
合

の
内
部

で
も
高

ま
り
、

さ
ら
に
職
業
別
組
合

を
社
会
化

の
主
体

と
す
る
こ
と

の
不
備

な
点
も

論

ぜ

ら

れ
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た
。

そ

の
結

果
、

一
九

ニ
ニ
年

の
組

合

大
会

で

は
、

独

立
社
会

民

主
党

の
デ

ィ
ス

マ
ン
、

ペ
プ

ロ
フ

(}ッ・
℃
騨O
や
一〇
≦
)

ら
が

上

記

の
議

論

(
4

)

を
背
景

と
し
て
、
再
度
産
業
別
組
合
建
設
の
決
議

を
提
出
し
た
。

こ
の
決
議

は
前
回

の
決
定

と
さ
し
て
変

わ
ら
な
い
穏
健

な

提

案

で

あ

　
ヨ

　

り
、
従

っ
て
大
会

は
多
数
を
も

っ
て
こ
れ
を
採
択

し
、

一
〇
月

に
は
そ

の
方
針

を
討
議
す
る
た
め
に
十
六
人
委
員
会
が
結
成

さ
れ
た
。
し

か
し
な
が

ら
こ
の
再
編

の
動
き

は
、

と
り
わ
け
旧
来

の
組
合
組
織

の
巨
大
さ

の
故

に
具
体
化

へ
の
根
拠

に
乏
し
く
、
委
員
会

は
幾
多

の
論

議

を
残
し
た
ま
ま
殆
ど
そ

の
課
題

を
実
現
す

る
方
途
を
見
出

せ
な

か

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
産
業
別
組
合
を
め
ぐ

る
論
争

に
関
連

し
て
、
共
産
党
は
最
も
積
極
的

に
既
存
組
合

の
産
業
別
組
合

へ
の
改
編
を
主
張
し
た
の
で
あ

っ
た
。
同
党

の
、
組
合

の
組
織
的

な
性
格

に
対
す
る
着
目

は
、
そ

の
経
営
協
議
会
運
動

と
密
接
な
関
係
を
有
し

て
い
た
、

と

い
え
よ
う
。

つ
ま
り
各
経
営

は
幾

つ
か
の
職
種
を
も
ち
、
従

っ
て
複
数

の
職
業
別
組
合
を
併
存
さ

せ
る
場
合
が
多

か

っ
た
が
、

こ
れ

に
対

し
経
営
協
議

(
6

)

会

は
経
営
そ
れ
自
体
を
単
位
と
す

る
組
織

で
あ
り
、
全
従
業
員
組
織

で
あ
る
点
を
除
く
な
ら
ば
、

「
小
規
模
な
産
業
別
組
合
」
と
も

い
う
べ

き
性
格
を
も

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、

共
産
党

は

つ
と
に
経
営
原
則

に
基
づ
く
産
業
別
組
合

の
建
設
を
宣
伝

し
、

「
各

々
の
経
営

に

一
つ
の
組
合

を
」
(
二
ぎ

一巴
o臼

浮
巳
oげ
o
昌
貫

o
貯

く
o
『9
巳

.、)
は
共
産
党

の
年
来

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
点
は
、

五

回
党
大
会

の
表
現
を
か
り
る
な
ら
ば
、
「
労
働
者
が
そ

の
ツ
ン
フ
ト
的
職
業
的
な
迷
妄
性
を
打
破

し
、

職
業
的
な
同
盟
を
、

経
営
を
基
礎

　
フ

　

と
す

る
強
力
な
産
業
的
同
盟

へ
改

編
す
る
な
ら
ば
、

組
合
と
経
営
協
議
会

の
結
合

は
初

め
て
可
能
と
な
る
」
と
想
定

さ
れ
た

の

で

あ

っ

た
。
そ
し
て
共
産
党

は
、

こ
の
よ
う
な
経
営

11
産
業
原
則

に
基
づ
く
組
合

の
再
編
を
、
自
由
労
組
系
経
営
協
議
会

の
指
導
部
が
編
成
し
た

一
五

の
産
業
グ

ル
ー
プ
毎

に
行
な
う

こ
と
を
主
張
し
、

ま
た
先

に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
自

ら
の
組
織

の
内
部

に
も
、
各

地
域
、
全
国
組
合

(
8

)

部

に
こ
れ
ら

の
産
業
グ

ル
ー
プ

の
指
導
部
を
結
成
し
て
組
合

の

「
産
業
別
化
」
を
目
指
し
た
の
で
あ

る
。

以
上

に
み
た
通
り
、

共
産
党

は
、

労
働
組
合
内

の
産
業
別
論
争
を
手
懸

り
と
し
て
、
協
議
会
運
動

を
組
合

レ
ヴ

ェ
ル
の
運
動
と
結
合
さ

せ
る
こ
と
を
試
み
た
が
、

か
か
る
協
議
会
と
組
合

の
関
係

に

つ
い
て
の
見
解

は
、
更

に
ま
た
革
命
後

の
両
組
織

の
あ
り
方

と

も

関

連

す

(295)65



る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
問

題

は
幾

つ
か

の
場

で
論
ぜ

ら
れ

て

い
る
が
、

プ

ロ
フ

ィ
ン
テ

ル
ソ
議

長

ロ
ゾ

フ
ス
キ

ー

(9

}

ピ
。
。,。
蓄

δ

の
次

の
よ
う
な

考

え

は
そ

の

一
つ
の
典

型

で
あ

る
。
即

ち
彼

は
、

「プ

ロ

レ
タ
リ

ァ
独
裁
時

代

の
労
働
組

合
」

に

つ
い
て
述

べ
、

こ

の
組

織

は
、

国
家

機

関

と
し

て

の

ソ
ヴ

ィ

エ
ト

に
対

し
、

工
場
委

員
会

(
11
経
営
協
議
会
)
を
基

礎

単
位

と

し
、

全

労
働

者

の
利

害

を
実
現

す

る

、

、

、

(
9

)

産
業
別

の
組
織

で
あ

る
。

と
し
て
経
営
協
議
会

と
労
働
組
合

の
融
合
を
構
想

し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
よ
う
な
想
定

は

一
応
整
合
的

な
労

働
者
組
織

の
将
来
像

と
み
な
し
う
る
が
、

し
か
し
他
面
そ
れ
は
、
全
従
業
員
組
織

た
る
経
営
協
議
会
と
結
社
原
理

に
た

つ
労
働
組
合

と

の

組
織
的
相
違
を
明
確

に
識
別
し
て
お
ら
ず
、
む

し
ろ

こ
の
相
違
は
共
産
党

に
あ

っ
て
は
、
革
命
時

に
お
け
る
労
働
者

の
全
体
的
な
動

員
、

と

い
う
同
党

の
果
す
べ
き

「
当
為
」

に
よ

っ
て
架
橋

さ
れ
る
、

と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
以
外

に
な

い
で
あ

ろ
う
。

66(296)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

 

さ
て
、

共
産
党

の
産
業
別
組
合
を
め
ぐ
る
構
想

は
、

既
存

の
組
合
運
動

に
よ
り
近
接

し
た
統
合

へ
の
企
図

で
あ

り
、
そ

の
意
味

で
は
同

党

の
方
針
は
必
ず

し
も
明
確
な
独
自
性

を
も
た
な

か

っ
た
、
と
み
る
こ
と
が

で
き

よ
う
。
し
か
し
こ
の
方
針
は
、

明
ら
か
に
協
議
会

運
動

と
の
連
携
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
加
え

て
共
産
党

は
、
十
全

の
現
実

性
を
有

し
な

い

「
産
業
別
化
」

の
試
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
協
議
会

運
動

の
そ
れ
自
体

と
し
て
の
結
合

を
た
え
ず
図

っ
た
の
で
あ

る
。
特

に
こ
の
時
代

の
共
産
党

の
政
治
的
な
運
動

目
標

は
、
次
章

で
論
ず
る

よ
う

に

「
労
働
者
政
府
」

を
形
成
す

る
こ
と

に
あ

っ
た
が
、

か
か
る
政
府
構
想
を

「
下

か
ら
」
支
え
る
運
動
と
し
て
、
経
営
協
議
会
運
動

は
と
り
わ
け
て
重
要

な
意
味

を
も

つ
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
協
議
会
運
動

へ
の
関
与

は
、
そ
れ
が
組
合
運
動

の
間
隙
を
ぬ

っ
て
昂

揚

を
示
す
場
合

に
は
た
え
ず
試

み
ら
れ
、
そ

の
定
着
、
統

一
化
が
図
ら
れ
た
。

こ
れ
ら

の
試

み
は
、
地
域
、

地
区

に
お
け

る
経
営
協
議
会

大
会

・
集
会

へ
の
参
加
ま
た
は
そ

の
挙
行
、

大
会

・
集
会

の
決
定

に
基
づ
く
同
党
系

の
指
導
組
織

の
設
置
、
及
び
そ

の
よ
う
な
運
動

の
頂

点

に
た

つ

一
九
二
二
年
末

の
全
国
経
営
協
議
会

大
会

の
開
催
、

と
し
て
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
次

に
こ
れ
ら
の
問
題

を
そ

の
経
過

の
特
質
と

共

に
検
討
す
る

こ
と

に
し
よ
う
。
総

じ
て
こ
の
運
動

は
、
当
時

の
組
合
-
協
議
会

の
重
層
的
な
関
係
を

一
面
か
ら
浮
き
彫

り
に
す
る
も

の
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と
な
る
。

先
ず
地
域
的
な
経
営
協
議
会
大
会

に
関

し
て
は
、

一
九

二
二
年
前
半
期
ま

で
は
、
後
述
す
る
ベ

ル
リ

ソ
の
事
例
を
除
い
て
は
大
会
開
催

の
回
数
は
極

め
て
少
な
く
、

こ
の
間

の
協
議
会
運
動

の
不
振
を
物
語

っ
て
い
る
。
し
か
し

『
ロ
ー
テ

・
フ
ァ
ー
ネ
』
に
よ
れ
ば
、
少
数

な

が
ら
幾

つ
か
の
大
会
が
開

か
れ
て
お
り
、

そ

こ
で
は
大
体

に
お
い
て
組
合
側

の
指
導
が
貫
か
れ
た
、

と
い

っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
点

で
組
合
指
導
部

は
、

一
面

で
は
協
議
会

の
組
合

へ
の
編
入
を
制
度
的
な
所
与

と
し

つ
つ
、
時
と
し
て
は
大
会

の
開
催

を
通

じ
て
下
位
組
合

員

の
慰
撫

を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

い
ま
そ
れ
ら

の
大
会

の
主
要
な
特
徴
を
示
す
と
次

の
通
り
で
あ
る
。
○
上

シ

ュ

レ
ジ

エ
ン
経
営
協
議
会
大
会

(
一
九
二
一
年
九
月
)
ー

こ
の
大
会

は
、
例
外
的

な
が
ら
急
進
派

の
主
導

の
下

に
開
催
さ
れ
、
特

に
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
系

の
代
表
も
参
加

し
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

出
席

し
た
代
表
は
、

四
〇
%

の
賃
上
げ
、

困
窮
者

へ
の
補
助
金
給
付
、

八
時

間
労
働
延
長

へ
の
反
対
、

な
ど
を
決
議

し
、

「
組
合
が
運
動

を
実
行

に
移
さ
な

い
場
合
」

に
は
全
権
を
委
任
さ
れ
る
執
行
委
員
会
を
選
出

(
10

)

し

た
。

委
員

会

は
、

自

由
労

組
、

連

合
組
織

、

ポ

ー

ラ

ン
ド

人
系
組

合

の
組

合
員

を
網
羅

し

て

い
る
が
、

以
降

の
活
動

に

つ
い
て

は
明

ら

か

で
な

く
、

ま

た
共
産
党

側

の
イ

ニ
シ

ァ
テ

ィ
ヴ
が
如

何

程

に
あ

っ
た

か
も
明

確

に
は
な
ら

な

い
。
○

テ

ユ
ー

リ

ソ
ゲ

ソ
経

営
協

議
会

大

会

(
一
九
二

一
年

一
二
月
)-
向

邦

に
お
け

る
共
産

党

の
影

響
力

か
ら
、

大
会

に
至

る
過

程

は
、

共
産

党
系

の
経
営
協

議
会

の
大
会

開
催

要

求

↓

組
合

側

の
受

諾
及

び
彼

ら

に
よ

る
非

共
産

党

系
協

議
会

の
動

員
、

と

い
う

経

過

が
推

測

さ
れ

る
。

大
会

で
報

告

に
た

っ
た

の
は
、

自

由

労
働

組
合

の
指
導

者

ネ

ル
ペ

ル

((}.
H40ー『や
O
一)

で
あ

り
、

共
産

党
側

の
提
案

(大
会
決
定
実
行

の
た
め
の
労
働
者
協
議
会
設
置
、
翌
月

の
第
二

(
11

)

回
大
会
開
催
な
ど
)
は
、

八

一
対
七

八

の
僅
差

な
が

ら
否

決

さ
れ

た
。
○
ヴ

ュ
ル
テ

ソ
ベ

ル
ク
経

営

協
議

会

大
会

(
一
九
二
二
年

一
月
)
-

こ

の
大
会

も
急

進
的

な
協

議
会

の
要

求

に

よ

っ
て
開
催

さ

れ

た
が
、

選
挙

の
シ

ス
テ

ム
は
大
経

営

で

の
代
表

が

少

な
く
南

ド

イ

ッ

の
小

経

営

の
代
表

に
有

利

で
あ

っ
た
、

と
さ

れ

る
。

大

会

報
告

に
は
、

ヴ

ュ
ル
テ

ン
ベ

ル
ク
邦

の
労
働

相

ヵ
イ

ル

(国
o
コ
)
、
金

属

労
組

の

エ

ガ

ー

(
12
)

ト

(国
膿

。
δ

ら

が

た

ち
、

共
産

党

提
案

は
や

は

り
否
決

さ
れ

た
。

ま
た
同
年

の
六
月

に
は
、

共
産

党

の
勢
力

の
強

い
ザ

ク

セ

ン
で
、

同

0297)fi7



党

の
提
唱
す
る
経
営
協
議
会
大
会
が
、
社
会
民
主
、

独
立
社
会
民
主
両
党

に
よ

っ
て
拒
否
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
次
章

で
論
ず

る

こ
と
に
し
た

い
。
そ

の
他
金
属
、
炭
鉱

を
中
心
と
し
て
、
個
別
組
合

の
主
催
す

る
大
会

が
地
区

レ
ヴ

ェ
ル
の
そ
れ
を
含

め
て
何

回
か
開

か
れ

た
が
、

こ
の
う
ち
最
大
規
模

の
も

の
は
、
既
出

の
金
属
労
組
全
国
経
営
協
議
会
大
会
を
除
け
ば
、

一
九
二

一
年

=

月

に
開

か
れ
た
第

一
回
ド
イ

ッ
炭
鉱
労
働
者
経
営
協
議
会
大
会

で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
炭
鉱
労
組

の
招
集

に
よ

っ
て

エ
ッ
セ
ン
で
挙
行
さ
れ
、
経
営

協
議
会
法

の
改
訂
、

[
ボ
リ
シ

ェ
ビ

キ
化

と
は
異
な

る
L
社
会
化

の
不
可
避
性
、

調
停
命
令

の
改
訂
問
題
、

な
ど
が
論
ぜ

ら
れ
た
。
大
会

に
対
し
て
は
二

つ
の
経
営
協
議
会
か
ら
批
判
意
見
が
表
明
さ
れ
た
が
・
共
産
党

の
側

か
ら

の
積
極
的
な
提
案

の
提
出

は
難

・

ほ
ぼ

組
合

側

の
意

図
通
り

に
大
会

は
行
な
わ
れ
た
と
み
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
な

お
こ
の
時
期

に
開

か
れ
た
特
殊
な
大
会
と
し
て
は
失
業
者
協
議
会
全

国
大
会
(
一
九
一
二

年
九
月
)
が
あ

り
、
こ
れ
は

一
九

一
九
年

の
第

一
回
大
会

以
来
五
回
目
を
数
え

て
い
る
。

こ
の
失
業
者
運
動

は
、
共
産
党

の
指
導
す

る
も

の
で
あ
り
、
例
え
ば
大
会

に
出
席
し
た
代
表

の
構
成

は
、
共
産
五
〇
、
社
会

民
主
四
、
独
立
社
民
五
、

K
A
P
D

一
、

そ

(
14

)

の
他

で
あ

っ
た
。

以
上

の
よ
う

に
共
産
党

は
、
特

に
自
ら

の
支
持
基
盤

の
存
在
す
る
と

こ
ろ
で
は
、
地
域

へ
の
協
議
会

の
結
集

に
意

を
注
ぎ
、
組
合

の
指

導

す
る
大
会

に
際

し
て
も
可
能
な
限
り

こ
れ
に
参
与

し
て
、
反
対
派
と
し
て
の
活
動
を
行
な

っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
協
議
会

に
依

る
運
動

は
、
下
位
労
働
者

の
参
加
が
よ
り
自
生
的

に
み
ら
れ
る
場
合

に
は
更

に
急
進
的
な
独
自
化

の
方
向
を
も

っ
て
展
開
さ
れ

る
こ
と
と

な

っ
た
。
以
下

に
述
べ
る

一
九

二

一
年
末

の
■
六
人
委
員
会
」
(二
Q。
8
匿
巽

訳
。
ヨ
自
。。。。一8
じ

の
運
動

は
、
後

に
共
産
党
左
派

の
指
導
者

マ
ス

(
15
)

ロ
ブ

(〉
、
寓
四
〇ロ一〇
毛
)
に
よ

っ
て
、
大
衆

の
中

に
協
議
会

の
思
想

を
復
活

さ
せ
た
端
緒
的
な
運
動

と
評
さ
れ
、
漸
次
経
営
内

で
影

響

力

を

回
復
さ

せ
た
共
産
党
が
、
ベ

ル
リ
ン
を
中
心
と
し
た
急
進
的
な
経
営
協
議
会

を
動
員

し
て
独
自

の
指
導

を
果
し
た
最
初

の
動
き
と
な

っ
た
。

こ
の
運
動

は
、

一
九
二

一
年

一
一
月

に
、

「
三
月
行
動
」

時

の
行
動

に
よ

っ
て
長
期

の
実
刑
判
決
を
受
け
た

=
二
〇
人

の
労
働
者
が
、

獄
中

で

「
政
治
犯

の
釈
放
」
を
要
求
し
て

ハ
ン
ガ
ー

・
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入

っ
た
事
件
を
契
機

と
し
て
生
ま
れ
、
共
産
党

の
全
面
的
な
支
援

6$(298}



ドイツ共産党の統一戦線運動の構造 ◎

(
16
)

を
背
景
と
し
て
ほ
ぼ
同
年

の
末
ま
で
継
続

さ
れ
た
。
運
動

の
全
体
的

な
規
模

は
、

こ
の
過
程

で
お
き
た
、
社
会
民
主
党
機
関
紙

『
フ

ォ
ア

ヴ

ェ
ル
ッ
』
(
二
く
。
「毒

「駐
.、)
紙
上

で
の

「
三
月
行
動
」

に
関
す

る
警
察
文
書

の
公
表
、
活
動
的
な
経
営
協
議
会

に
対
す

る
組
合
側

の
対
抗

措
置
及
び
共
産
党
内

の
内
証

(
い
わ
ゆ
る

「
フ
リ
ー
ズ
ラ
ソ
ド
危
機
」
ー
後
述
)
な
ど

に
よ

っ
て
些
少
な
も
の
に
と
ど
ま

っ
た
が
、

な
お
こ
こ

で
は
幾

つ
か

の
新
し

い
試
み
が
あ

っ
た
こ
と

に
注
目
す

る
必
要
が
あ

ろ
う
。

先
ず
共
産
党

は
獄
中

で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
呼
応
し
て
、
直

ち
に
彼
等

の
釈
放
を
要
求
す

る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
が
、

こ
の
呼
び

か
け

は
労
働
者

の
間

に
予
想
外

の
反
響
を
呼
び
、

そ
の
結
果
二
二
日
に
は
共
産
党
員
を
中
心
と
し
て
、
各
地
域
か
ら
急
進
的
な
経
営
協
議

会

の
代
表
者
が
ベ

ル
リ

ン
に
結
集
す

る
に
至

っ
た
。

こ
れ
ら

の
代
表

は
、
共
産
党
二
〇
名
、
独
立
社
会
民
主
党

一
〇
名
、
社
会
民
主
党
七

(
17

)

名
、

K
A
P
D
二
名

か
ら
な
り
、
そ

の
構
成
か
ら
明
ら
か
に
共
産
党

の
指
導
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
定

し
う
る
が
、

ま
た
両
社
会
民
主
党

系

の
代
衷
が
参
加
し
た
点
は
、

こ
の
問
題

に
対
す

る
労
働
者

の
間

で
の
反
応
を
示
す
も

の
で
あ

っ
た
。
彼
等

は
こ
の
後

国
会
内

で
司
法
相

(
18

)

ラ
ー
ト
ブ

ル

ッ
フ

((
甲唖
図
四
血
び
門口
07
)
と
会
見
し
政
治
犯

の
釈
放
を
要
求
し
た
が
、
こ
う
し
た
協
議
会
代
表
者

に
よ
る
政
府

へ
の
圧
力

の
行

使
、

と

い
う
行
動
は
、
共
産
党

に
と
り

一
つ
の
象
徴
的
な
意
味
合

い
を
も

つ
も

の
と
し
て
、

そ

の
後
も
時
と
し
て
試

み
ら
れ
た
。
そ
し
て

上
記

の
代
表

は

こ
の
行
動

に
お
い
て
、

は
じ

め
て
自
由
労
働
系
指
導
部

の
意
向
と
は
別

に
、

独
自

に
大

ベ
ル
リ
ン
地
区

の
経
営
協
議
会

に

呼
び

か
け
、

そ
れ
ら
の
自
発
的
な
参
加

に
基
づ
く
経
営
協
議
会
集
会

(騨
巳
①
げ
感
密
く
o
軒
震
紹
ヨ
ヨ
一口
謁
)

を
二
三
日
に
開
催
し
た
の
で
あ

る
。

こ
の
集
会

で
は
参
加
者

は
政
治
犯

の
釈
放

を
決
議
す

る
と
共

に
、
A
D
G
B
全
国
執
行
部

に
対

し
、

一
四
日
以
内

に
全
国
経
営
協
議

会
大
会
を
開
く
べ
き

こ
と
を
要
求

し
た
。
加
え

て
こ
こ
で
は
、
上

の
諸
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
指
導
機
関

と
し
て

「
六
人
委
員
会
」
を

選
出
し
た
が
、

こ
れ
は
共
産
党
、
独
立
社
会
民
主
党
、
社
会
民
主
党
各
二
名
ず

つ
の
代
表

で
構
成

さ
れ
、

か
く
し
て
社
会
民
主
主
義
系
労

(
19

)

働
者

へ
の
運
動

の
浸
透
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

右

の

「
六
人
委
員
会
」

の
運
動

は
、
首
都
ベ

ル
リ

ン
に
お

い
て
協
議
会

を
主
体
と
す
る
運
動

の
結
合
が
図
ら
れ
た
点

で
重
要
な
意
味
を

(299)69



も

つ
わ

け

で
あ

る
が
、

し

か

し
そ
れ

は
未

だ
政

治

犯
問
題

を
中

心

と

し

て
、

限

ら
れ

た
目

標

を
も

つ
暫
定

的

な
指

導
組

織

を
も

つ
に
と

ど

ま

っ
た
。

ま

た
、

こ
の
組

織

の
正
統

性

を
弁
証

す

る
際

に
、
こ
れ

は

「
組

合

運
動

に
背

反

す

る
特

殊

な
組

織
」
(
二
惹

一号

ω
。
巳

臼
。
「αq
ゆ
巳
ω讐
,

〔
20

)

一8

.、)

で
は

な
く
、

「
プ

ロ
レ
タ

リ

ア
ー
ト

の
共
同

闘
争

の
基
盤

で
あ

る
」

と

い
う
説

明
が

な

さ
れ

た
が

、
労
働

者

の

「
共

同

の
闘
争

」

と

い
う

点

を
根

拠

と

し
て
、

協

議
会

と
組
合

の
共

通

の
目
標

を
説

く
方

法

は
、

統

一
戦

線

運
動

を

め
ぐ

る
共
産

党

の
指

導

の
様
式

を
示
す

も

の
と

い
え

よ
う
。

さ

て
、

こ

の
政
治

犯

釈
放

の
キ

ャ
ン
ペ

ー

ン
は
、

特

に
前
出

の
警

察

文
書

の
公
表

の
後

に
は
独

立
社

民
党
内

の

レ
ー
デ

ブ

ー
ア

((甲・
　[
Φα
O
σ
O=
「)
派

の
支
持

を
失

い
、

退
潮

に
向

か
う

こ
と

に
な

る
が
、

し

か
し

「
六
人
委
員

会

」
自

体

は
な

お
暫

く
存

続

し
て

活
動

を
続

け

た
。

一
二

月
末

に
は

ベ

ル
リ

ン
地

区

経
営

協
議

会
中

央

部

に
総
会

(O
。
器
.巴
く
⑦
.鴇
§
ヨ
冨
轟
ー

一
定
数

の
経
営
協
議
会
を
代
表
す

る
代
議
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
ベ

ル
リ
ン
地
区
経
営
協
議
会
中
央
部

の
招
集
に
よ

っ
て
適
宜
開
か
れ
る
会
議
を
指
す
)

の
開
催

を
要

求

し
、

こ
れ
が

(
21

)

拒
否
さ
れ
る
と
、

再
び
独
自

の
集
会
を
開

い
て
政
治
犯
釈
放
、

税
政
策
な
ど

の
決
議
を
行
な

い
組
合
指
導
部

へ
の
圧
力
と
し
た
。
ま
た
翌

年

一
月

に
開
催
さ
れ
た
ベ

ル
リ
ソ
の
経
営
協
議
会
総
会

で
は
、

独
立
社
会
民
主
党
系

の
議
長
バ

ル
ト

(国
・
bd
降ρ
「簿
)
の
反
対

に
か
か
わ
ら

(
22
)

ず
、

総
会
代
議
員

は

「
六
人
委
員
会
」

の
出
席
を
承
認
し
、
更

に

一
二
月

の
集
会

の
決
議

を
も
採
択
し
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し

こ
の
総

会
も
、
中
途
で
退
場

し
た
社
会
民
主
党
系

の
役
員

に
よ
る
な
ら
ば

一
二
七

の
経
営
協
議
会
が
出
席

し
た
に
す
ぎ
ず
、
投
票
権

を
も

つ
他

の

(
23

)

五
〇
〇

の
経
営
協
議
会

は
会
議
を
欠
席

し
て
い
た
。
従

っ
て
、

「
六
人
委
員
会
」

の
運
動

は
、

活
動
的
な

一
部

の
左
派
系
協
議
会

に
影
響

を
与
え
た
に
.と
ど
ま
り
、

そ

の
後
有
効
な
指
導
方
針
を
も

ち
え
な

い
ま
ま
に
終
焉
し
た
の
で
あ
る
。

上
に
み
た
通
り
、

「
六
人
委
員
会
」

の
活
動

は
短
期

の
も

の
で
あ

り

そ

の
影
響
力
も
未
だ
少
な

か

っ
た
が
、

し
か
し
と
も
か
く
も

こ
の

運
動

は
、
共
産
党
が
政
治
的
な
争
点

を
め
ぐ

る
下
位
労
働
者

の
憤
激
を
組
織

し
、
協
議
会

の
運
動

と
し
て
、
政
治
的
な

ス

ロ
ー
ガ

ン
を
通

じ

て
こ
れ
を
結
合
す

る
、
と

い
う
こ
の
党

の
典
型
的
な
運
動
構
造
を
示
し
た
、
と

い
え

よ
う
。
け
れ
ど
な
お
当
時

に
は
、
同
党
は
全
国
経

営
協
議
会
大
会

の
開
催
を
、
「
組
合
指
導
者

の
頭
越

し
に
」
単
独

で
実
施
す
る
意
図

を
も
た
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
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共
産
党
が
全
国
の
経
営
協
議
会

の
結
集
を
目
的
と
し
て
独
自

の
指
導
を
果

し
た
運
動

は
、

翌
年
後
半

の
全
国
経
営
協
議
会
大
会

の
開
催

に
向
け

た
そ
れ

で
あ

っ
た
。
当
時

の
経
営
協
議
会
運
動

は
、
労
働
者
政
府
、
統
制
委
員
会

(剛(O
昌
齢「O
一一騨
賃
ωω6げ
¢
ゆ
)

の
運
動
と
分

か
ち
難
く

結

び

つ
い
て
お
り
、

そ
れ
の
み
を
抽
出
す

る
こ
と
は
必
ず

し
も
妥
当

で
は
な

い
が
、

こ
の
運
動
が
同
党

の
協
議
会
運
動

の

一
つ
の
頂
点
を

な
す
も

の
で
あ
る
故
、
以
下

に
次
節
と
の
若
干

の
重
複
を
厭
わ
ず
、

一
九
二
二
年
後
半

の
こ
の
運
動

の
性
格

を
や
や
詳

し
く
述
べ
る

こ
と

と
し
た

い
。

最
初

に
、
共
産
党
が

ベ

ル
リ

ン
を
中
心
と
し
て
、
大
会
開
催

の
準
備
…機
関

で
あ
る

「
全
国
委
員
会

ス

ニ
閑
.
一。7
・。詣、
窃
。。9
島

.、)
を
創
設
す

る

に
至

っ
た
過
程

を
概
観

し
よ
う
。

共
産
党

の
こ
の
期

の
運
動
は
、

同
年

六
月

の
共
和
国
外
相

ラ
テ
ナ
ウ

(dく
・
図
騨帥7
①
昌
鋤
¢
)
の
暗
殺
事
件

に
端
を
発

す
る

大
衆
運
動

の
昂

揚
と
そ

の
後

の
イ

ソ
フ
レ
ー
シ

ョ
ソ
状
況
を
直
接

の
背
景
と
す

る
。
ラ
テ
ナ
ウ
闘
争

の
余
波
を
受
け
て
八
月
七

日
に
開
か
れ
た
ベ

ル
リ

ソ

の
経
営
協
議
会

総
会
が
、
以
降

の
協
議
会
運
動

の
起
点

と
な
る
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
の
総
会

は
、
急
進
的

な
協
議
会

の
圧
力
を
受
け
て

一
月
以
来

久
方
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
会
議

で
あ
り
、

そ

の
た
め
に
指
導
部

の
準
備

が
充
分

で
な
く
、
予
定
さ
れ
た
報
告
者

に
代
わ
り
共
産
党

の

レ
ン
メ
レ
が
主
報
告

を
行
な
う
、

と

い
う
よ
う

に
左
派
が
主
導

権

を

握

っ

た
。
自
由
労
組
系

の
ベ

ル
リ

ン
指
導
部

は
こ
れ

に
対

し
、
協
議
会
が
政
治
問
題

に
明
確
な
立
場
を
と
る

こ
と
を
不
適

と
し
、
左
派
側

か
ら

議
題

に
提
出
さ
れ
た

「
.ハ
イ

エ
ル
ソ
問
題
」

の
削
除
を
要
求
す

る
と
と
も

に
、
特

に
共
産
党

に
対

し
て
は
当
時

ロ
シ
ヤ
で
進
行
し
て
い
た

社
会
革
命
党
員

の
死
刑
判
決
問
題
を
批
判

し
て
こ
れ

に
対
抗

し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら

は
総
会

の
受
け

い
れ

る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、

こ
の

後
大
多
数

の
両
社
会
民
主
党
系
経
営
協
議
会
が
退
場
し
て
総
会

は
流
会

に
終

っ
た
。
他
方
、
会
場

に
残

っ
た
経
営
協
議
会
代
表

は
、

一
部

の
独
立
社
会
民
主
党
系

を
含

め
て
執
行
部

の
行
動
を
批
判

し
、

総
会

の
再
開
が
行
な
わ
れ
な
い
場
合

に
は
、
改

め
て
独
自

に
こ
れ
を
招
集

(
24

)

す

べ
き
旨
を
決
定

し
て
対
立
を
深

め
た
の
で
あ

る
。

(301)?1



右

の
動
き
に
対
応

し
て
、
共
産
党

は
組
合
指
導
部

の
意
図

に
抗

し
て
も
全
国
経
営
協
議
会
大
会

の
開
催

に
ふ
み
き
る

こ
と

を

決

定

し

た
。

こ
の
点

の
経
緯

に
関

し
て
は
次
章

で
扱
う

こ
と
に
す
る
が
、

こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
そ
れ
が
、

ラ
テ
ナ
ウ
闘
争
時

に
お
け
る
統
制
委

員
会
運
動

の
継
承
、

イ
ソ
フ
レ
ー

シ

ョ
ン
下

の
貧
困
に
対
す
る
労
働
者
側

の
抵
抗

の
強
化
及
び
共
産
党

の
ト

ッ
プ
指
導
者

の
異
動
、

に
基

づ

く

こ
と
を
確
認
す

る
必
要
が
あ

る
。
上

の
決
定

の
時
期

を
確
定
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
が
、
少
な
く
と
も

マ
イ
ァ
ー
に
代
わ
る
ブ

ラ

ン

ド
ラ
ー
の
党
指
導
部

へ
の
復
帰

と
共

に
こ
の
決
定
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、

八
月
末

か
ら
は
機
関
紙
上
で
公
然
と
大
会

の

(
25
)

開
催

が
呼

び

か
け
ら

れ

る

に
至

っ
た
。

そ

し

て
同
月

の
二

七

日

に
は
、

共
産

党

の
組

合

部
経

営
協

議

会

部
門

の
指
導

者

で
あ

る
グ

ロ
ー
テ

(
}幽,
(甲「O
什げ
O
)

の
指
導

の
下

に
、

前

記

の
総
会

に
出
席

し

た
協

議
会

の
代
表

か

ら
な

る

「
一
五

人
委

員
会

」

(二
害

三
N魯
霧
審
臣
8
冨

ゆ
..)

(
26
)

が

ベ

ル
リ

ン
地
区

の
独
自

の
臨
時
指
導
部

と
し
て
設
立
さ
れ
た

の
で
あ

る
。
か
く
し
て
三
〇

日
に
開

か
れ
た
第

二
回
の
ベ

ル
リ

ソ
経
営
協

議
会
集
会

は
、
共
産
党

の
発
表

に
よ
れ
ば

六
〇
〇
〇
名

の
労
働
者
を
結
集
し
、

全
国
大
会

の
開
催

を
呼
び
か
け

る
公
開
状

を
採
択
す
る
と

(
27

)

と
も

に
、
以
降

は
ベ

ル
リ

ン
の
集
会

を
単

独
で
開
く

こ
と
を
決
定

し
た

の
で
あ

っ
た
。

他
面
、
組
合
指
導
部

は
、

こ
れ
ら

の
動
き
が
組
合
下
位
機
関

と
し
て

の
協
議
会

の
機
能

を
逸
脱
す

る
こ
と
に
着
目

し
、
特

に
そ
れ
が
政

党

に
よ

っ
て
担

わ
れ
た
政
治
活
動

を
目
指
す
運
動

で
あ

る
、

と
し
て
こ
れ
を
強
く
批
判

し
た
。
従

っ
て
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
運
動

は
組

合

に
対
す

る

「
共
産
党

の
分
裂
活
動
」

と
規
定

さ
れ
、

ま
た

帽組
合

の
規
約

に
反
す
る
も

の
」
(=
惹

匡
、.)
と
し
て
批
判

さ
れ
た

の
で
あ

る

が
、

こ
れ
ら
は
協
議
会

運
動

に
対
す

る
組
合
指
導
者

の
対
抗

の
方
式
を
表
わ
す
も
の
と

い
え
よ
う
。

そ
の
た
め
九
月

=

日
の
ベ

ル
リ
ン

経
営
協
議
会
執
行
委
員
会

は
、
僅
差
な
が
ら

一
五
人
委
員
会

の
行
動
を
否
認

し
、

ま
た
上
述

の
問
題

に
関

し
自
由
労
組
系
経
営
協
議
会

の

(
28

)

参
事
会

(切
①
瞳長

)
と
協
議

す
る
全
権

を
同
執
行
委
員
会

に
与

え
、

こ
の
よ
う

に
し
て
共
産
党

の
運
動

を
否
定
し
た

の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
共
産
党

は
、
五
日

の
総
会
が
全
国
大
会

の
招
集

を
め
ぐ
り
流
会

し
、
そ

の
後

八
日
に
開

い
た
第
三
回

の
ベ

ル
リ
ン
経
営
協
議

(
29
)

会
集
会
が

一
応

の
動
員

に
成
功

し
た
こ
と
、
及
び

二

日
の
執
行
委
員
会

の
決
定
が
僅
差

で
あ
る

こ
と
に
力
を
得
て
、

一
七
日
に
は
全
国

?20302)
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(
30

)

の
左
派
系

の
経
営
協
議
会
代
表

を
招

き
、

二
五
人

の
委
員

よ
り
な
る

「
全
国
委
員
会
」

を
選
出

し
、

以
降

こ
の
大
会

の
実
現

に
全
力
を
注

い
だ

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ
で
、

「
六
人
委
員
会
」

の
運
動

の
際

に
も
示
さ
れ
た
、

共
産
党

の
経
営
協
議
会
大
会
開
催

へ
の
志
向
は
、

更

に
労
働
組
合
と
協

議
会

の
相
互

の
組
織
的
な
関
連

に
由
来
す

る
、

一
つ
の
根
拠

を
有

し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
以
下

に
こ
の
問
題

を
説
明
し
よ
う
。

先
に
も
指
摘

し
た
通
り
、
自
由
労
組
系

の
経
営
協
議
会

は

一
五

の
産
業

グ

ル
1
プ

に
分
け
ら
れ

て
い
た
が
、
そ

の
際
、

そ

の
各

々
は
そ

、

、

、

、

(
31

)

れ

そ

れ
地
区

と
全

国

で
統

括

さ

れ

て

い
た

こ
と

に
注

目
す

る

必
要
が

あ

ろ
う
。

従

っ
て
、

コ
ル
シ

ュ

(一ハ・
一(
O
暢q瞬6
7
)

が
批

判

し
た

よ
う

、

、

(
32

)

に
、

こ
れ
ら
の
組
織

は
地
域
組
織
を
欠

い
て
お
り
、
全
国
組
織
が
有
名
無
実
化

し
た
点

を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
組
合

の
下
位
機
関
た

る
経
営
協
議
会

の
運
動

の

「
回
路
」

は
、

ほ
ぼ
地
区

の
段
階

ま
で
に
と
ど
ま

っ
た
の
で
あ

る
。
事
実
、

一
一
回
組
合
大
会

で
も
、
全
国
執

(
33
)

行
部
は
、
「
(協
議
会
の
)
地
域
的
な
結
集

の
必
要

は
、
実
際
問
題

と
し
て
は
現

わ
れ
な
い
」

と
す
る
見
解

を
と

っ
て
お
り
、

組
合
を
主
体

と
す
る
集
団
主
義
的
な
労
働
協
約
制
度

の
確

立
は
、
経
営
協
議
会

の
地
域
乃
至
国
規
模

の
活
動

を
不
要
と
し
た
の
で
あ

る
。

ま
た
、
地
区

の
産
業
グ

ル
ー
プ
指
導
部

は
、

五
名

の
経
営
協
議
会
代
表

と
二
名
以
上

の
組
合
代
表

か
ら
構
成

さ
れ
、

組
合
運
動
と
は
密
接
な
連
携
を
有

(
34

)

し
て
い
た
。
従

っ
て
、

共
産
党
が
下
部

の
協
議
会

に
内
在
す

る

「
反
集
権
的
」
な
傾
向

に
依
存

し
な
が
ら
、
地
域
及
び
全
国
大
会

の
開
催

を
提
示
す
る

こ
と
は
、
独
自

の
統
合

を
図
る
も

の
と
し
て
、
組
合

と
協
議
会

の
上
述

の
関
係

を
打
破
す
る
意
味

を
も

っ
た

の
で
あ
る
。
し

ヘ

ヘ

へ

か
も
そ

の
際
顧
慮
ず

べ
き
点
と
し
て
、
自
由
労
組
指
導
部

は

一
九
二
〇
年

一
〇
月

に
第

一
回

の
全
国
経
営
協
議
会
大
会
を
主
催

し
て
い
る

が
、

こ
れ
は
当
時

の
急
進
的
な
協
議
会
運
動
を
収
束

さ
せ
る
意

図
を
も

っ
て
開

か
れ
た
大
会

で
あ
り
、
組
合
指
導
部

は
次
回
以
降

の
大
会

を
開
く
意
思
を
も

た
な
か

っ
た
。
従

っ
て
、

こ
れ

に
対
し
共
産
党
が
第

二
回

の
大
会

の
開
催

を
要
求
す
る

こ
と
は
、

一
つ
の
正
当
性
を
も

ち
え
た
の
で
あ

り
、

且

つ
は
ま
た
こ
の
時
期

の
組
合
運
動

の
矛
盾

を
衝

く
こ
と
と
も
な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、

共
産

党
が
、
全
国
大
会
を
要
求
す
る
動
き

に
対

し
て
は
た
え
ず

こ
れ
を
支
持

し
、

ま
た
自

ら
も
そ
の
宣
伝

に
努

め
た
所
以

を
、

わ
れ
わ
れ

は
了

(303)73



解
す
る

こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

な

お
、
以
上

の
よ
う
な
協
議
会

と
組
合

の
関
係

に
関
し
て
は
、
東
独
側

の
研
究

に
お

い
て
も

一
般
に
こ
の
点

へ
の
論
及
が
充
分
に
な
さ

れ
て
い
な

い
き
ら
い
が
あ
る
。
従

っ
て
例

え
ば

ラ
イ
ス
ベ

ル
ク
の
場
合

に
も
、
協
議
会
運
動

の
組
合
運
動

よ
り
の
逸
脱

の
問
題

に

つ
い
て

は
明
確

な
説
明
を
避
け
、
全

国
大
会

に
至
る
運
動

の
要
因
と
し
て
は
、

当
時

の
イ

ソ
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
進
行

に
対
す

る
、

「
自
助
行
為
」

(
35
)

(:
ω
①
一げ
o陰叶7
凶一隔O
、軌)
と
も
称

さ
れ

る
労
働

者

の
自

生
的

な
運
動

を
強
調

す

る
傾

向
が

強

い
、

と

指
摘

し
う

る
。
無
論

そ

れ

ら

の

要

因

は
、

先

に
も

ふ
れ

た

よ
う

に
重

要

な
意

味

を
も

つ
が
、

な

お

こ

の
説

明

は
、

協

議

会

の
地

域
的
、

国
的

な
結

集
が
、

組

合

運
動

の
指
導

と
は
異

な

る
ヴ

ェ
ク
ト

ル
を
も

ち

え
た
所

以

を
明

ら

か

に
し

て

い
な

い
、

と
評

し

え

よ
う
。

そ

の
点

に
関

連

し

て
更

に
付

け

加

え

る
な

ら
ば
、

当

(
36

×

*
)

時

の
共

産
党

に
よ

っ
て
も
主
張

さ
れ

た
、

運
動

の

「
自

然
発

生
的

な
性

格
」

ハ
フ
ロ
ー
ゼ

(閑
・
しロ
「o
ロ。①)
)
の
強

調

は
、

組

合

側

の

批
判

に

対

し
同
党

の
協
議

会

運
動

を

「
意

義

付

け
」

る
機

能

を

も

っ
た

こ
と

に
注
意

す

べ

き

で
あ

ろ
う

。

つ
ま
り

こ

の
運
動

は
、

ブ

ロ
ー
ゼ

に
お

い

ヘ

へ

て
も
、
「
貧
困
化
」
、

「飢
餓
」

に
対
す
る
、

「労
働
者

の
自
己
決
定
」
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ

の
場
合
、

こ
の
よ
う
な
規
定

は
、
す
べ

て
の
労
働
者
が

か
か
る
状
況

に
直
面

し
、

非
共
産
党
系
労
働
者

の

「
こ
こ
で
は
、

如
何

な
る
政
略
的

な
政
治
も
支
持
さ
れ
る
べ
き

で
は
な

(
37

)

い

(九
月
二
一一百

の
協
議
会

の
集
会

に
お
け
る
大
会
支
持
派

の
社
会
民
主
党
系
労
働
者
の
発
言
)
と

い
う
如

き
見
解

の

論
拠

と
も

な

っ
た

の

で

あ

る
。

そ

の
よ
う

な
大
会

開
催

の

モ
テ

ィ
ヴ

ェ
ー

シ

ョ
ン
は
、

い
う
ま

で
も

な

く
、

あ

ら
ゆ

る
潮

流

の
従

業
員

を
包

含

す

る
協

議

会

の
特
質

に
適

合

す

る
も

の
で
あ

り
、

運

動

を

い
わ
ば

「
下

か
ら
」

弁
証

す

る
役

割

を

も

っ
た
、

と
指
摘

し
え

よ
う
。

加
え

て
共

産
党

は

こ

の
時

期

に
も

一
貫

し

て
組

合
内

の
活

動

の
必
要

性

を
強
調

し

て
お

り
、

因

み

に

「
組

合

の
危

機

を
救

え

!
」

(二
閑
O算
O酔
O母
¢
O
①
毛
①
蒔
。。O冨

津
窪

回.・)

と
題

す

る

ヴ

ァ
ル

ヒ

ャ
ー

の
論

文

は
、

協

議

会

と
組

合

の
関

係

に

つ
い
て

「
経
営
協

議

会

は
、

組

合

か
ら
そ

の
任
務

を
奪

お
う

と

し

て
い

る

の
で
は

な
く
、

逆

に
そ
れ

は
、

組

合
が

自

ら

の
課
題

を
果

す

こ
と

を
余
儀

な
く

さ

せ

よ
う

と

し

て

い
る

の
で
あ

る
」

と

し
た

の
で
あ

っ

(
38

)

た
。
従

っ
て
、
同
党

の
協
議
会

結
集

の
試

み
は
、
組
合
運
動
と

の
微
妙
な
接
続
と
競
合

の
上

に
遂
行
さ
れ
た

の
で
あ

り
、

こ
れ
は
協
議
会

?4(304)



と
組
合
と

の
組
織
的
な
差
異

に
立
脚
し
た
、
運
動
統

一
の
特
有

の
試

み
で
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る

の
で
あ

る
。

(
*
)

な
お
、
ブ

ロ
ー
ゼ
の
述

べ
た
運
動

の

凹
自
然
発
生
的

な
性
格

」

に

つ
い
て
付

言
す
れ
ば

、

こ
の
こ
と

は
運
動

の
初
期

に
は
、
相
対
的

に
妥
当

す

る
面
を
も

っ
て

い
た
、

と
考
え
ら
れ

る
。
確

か

に
ラ
テ
ナ
ウ
闘
争

よ

り
の
各

地

の
経
営

協
議
会

、
統

制
委
員
会

の
活
動

は
、

と
り
わ
け
初
期

に
お
い

て
は

「
従
来

に
な

い
深

さ
と
拡

が

り
」

(
ブ

ロ
ー
ゼ
)

を
も

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た

ベ

ル
リ

ソ
で
は
、

急

進
派

の
協
議

会
運
動
が

相
当

の
勢

力
を

得

て
お
り
、

こ
の
力

が
、

全
国

大
会

招
集

の
動
き

と

は
別

に
、

八
月

七

日
の
協
議

会
集
会

で

の
旧
来

と
は
異
な

る
結

果
を
も

た
ら

し
た
、

と
し
・兄
よ

う
。

し
か
し
、
八
月
末

以
降

は
、
大
会

開
催

に
向

け
た

『
ロ
ー
テ

・
フ

ァ
ー
ネ
』
紙

上

で
の
連

日

の
キ

ャ
ン
ペ
ー

ソ
に
示

さ
れ
る

よ
う

に
、
共
産

党

の

強
力

な
イ

ニ
シ

ァ
テ

ィ
ヴ
が
あ

っ
た

こ
と

は
明

ら

か
で
あ

り
、

こ
の
点

は
九
月
十
八

日

に
選
出

さ
れ
た
全
国
委
員

会
執
行

部

の
構
成

に
よ

っ
て
も
端
的

に
示
さ
れ
る
。
即

ち

こ
の
部

の
構
成

は
議
長

グ

ロ
ー
テ

(
共
産

)

の
他

に
、
会
計

ベ

ル
ナ
ー

(
切σ
α
簑
巽
、
共
産

)
、

書
記

シ

ュ
ル
ツ

(
移
冨

賞

独

立

社
民

)
、

及
び

イ
ド

ル

(
疑
o
一
共
産
)
、
ゲ

ー

リ

ソ
グ

(
O
o
貯
ヲ
αq
、
共
産

)
、

レ
ー

ラ
ー

(
ド
〇
三
〇
「
、
独

立
社
民
)
、
ヴ

ュ
ソ
シ

ェ

(
≦
ぎ

。。
6
冨

、
無

党

(
39
)

派
)
と

い
う
如

く

で
あ

っ
た
。

ドイツ共産党の統一戦線運動の構造

し
か
し
な
が
ら
、
右

に
述
べ
た
よ
う
な
、
協
議
会
運
動

の
進
展
は
、

そ

の
課
題

の
複
合
性

の
故

に
著

し
く
妨
げ

ら
れ
た
、

と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
点

は
、

と
り
わ
け
組
合
指
導
部

の
反
対
派

に
対
す
る
大
会
参
加

の
禁
止
、
除
名
措
置

に
よ

っ
て
加
重
さ
れ
た
。
そ

れ

ら
の
措
置

は
、

共
産
党

の
主
導
す

る
全
国
大
会
招
集
が
、
組
合

の
下

で
の
経
営
協
議
会

の
活
動

を
確
認
し
た

一
一
回
組
合
大
会

の
決
定

(
40
)

に
反
す
る

こ
と
を
根
拠

と
し
て
実
行

さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
組
合
側

の
統
制
措
置
は
広
汎

に
行
な
わ
れ
、
共
産
党
指
導
者

は
、
同
時

に
組

(
41

)

合

よ
り

の
離
脱

を
主
張
す

る
自
党

の
労
働
者

に
対
し
て
も
、

し
ば

し
ば

こ
れ

に
警
告
を
与

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の

で

あ

る
。
ま

た
、
同
年
九
月

に
成
立
を
み
た
、
社
会
民
主
党
と
独
立
社
会
民
主
党

の
合
同

は
、

労
働
者

の

間

に

新

た
な
組
織

へ
の
期
待

を
生
む

と
共

囎

冬

の
生
活

へ
の
叢

が
彼
等
を
運
動

か
ら
遠
ざ
け
る

こ
と

に
な

つ
(溺
・
加
え
て
・
大
会
代
議
員

の
選
出

に
際

し
組
合
役
員

の
参
加
し

(
44
)

え

な

い
多

く

の
経

営

で
は

(
そ
の
場
合
に
は
、
代
議
員
は
経
営
総
会
乃
至
経
営
内
多
数
派

の
指
名
に
基
づ
く
、
と
す
る
指
示
が
な
さ
れ
た
)、

代

議

員

(305)75



の
選
出
は
甚
だ
し
く
困
難

で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
情
は
大
会

へ
の
広
汎
な
層

の
参

加
を
大
き
く
妨
げ

た
、
と
み
る

こ
と
が

で
き
よ
う
。

そ

の
た
め
全
国
委
員
会

は

一
〇
月

一
日
に
挙
行

さ
れ
た
示
威
行
進
が
不
調

に
終
る
と
、
大
会

の
準
備
が
不
充
分
で
あ
る

こ
と
を
認
め
、

(
45

)

一
五
日

に
は
大
会

の
日
取
り
を
翌
月
二
三
日
に
延
期
す

る
こ
と
を
決
定

し
た
。
そ
し
て
こ
の
間
は
各
地

の
地
域
経
営
協
議
会
大
会
を
先
行

さ
せ
、
大
会

に
向
け
て
の
宣
伝
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
を
試

み
た

の
で
あ

る
。
即

ち
、
共
産
党
が
以
前

よ
り
重
視
し
た
協
議
会

の
地
域
的
な

結
合
は
、
先

の
理
由
か
ら
組
合
運
動

に
対
す
る
対
抗

の
有
力
な
手
段
と
な

っ
た
が
、

こ
の
時
点

で
は
、
同
党
は
、
そ
れ
を
全
国
大
会

に
至

る
予
備
的
な
過
程
と
し
、
改

め
て
組
合
運
動
と

の
差
異

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ

っ
た
。

(
46

)

さ

て
、

こ
の
大
会

を

共
産

党

の
指
導

に

よ

っ
て
挙

行

す

る

こ
と

の
で
き

た
地
域

は
次

の
よ

う

で
あ

っ
た

(括
弧
内

は
大
会

の
開
催
日
)
。
そ

れ

は
、

テ

ユ
ー

リ

ン
ゲ

ン
(
一
〇
月

一
五
日
、

=

月
五
日
)、

ベ

ル
リ

ン

(
一
〇
月

一
九
日
、
行
政
地
域
毎

の
二
五
、

二
七
日
の
集
会
)、

シ

ュ
レ

ジ

エ
ン

(
一
〇
月

二

一
日
)、

ザ

ク
セ

ン

(
一
〇
月
二
九

日
)、

ラ
イ

ン
ラ

ン
ト
H

ヴ

ェ
ス
ト

フ

ァ
ー

レ
ソ

(同
上
)、

中
部

ド

イ

ッ

(
=

月
五

日
)、

ヴ

ァ
ッ
サ
ー

カ

ン
テ

(
ハ
ソ
ブ

ル
ク
を
含
む
1
同
上
)
、
ル
:
ド

ヴ

ィ

ヒ

ス

ハ
ー

フ

ェ
ソ
を
中

心
と

し

た
プ

フ

ァ

ル
ツ

(
同
上
)、
及

び

ヘ

ヅ
セ

ン

(同
上
)

で
あ

り
、

こ
れ
ら

は
急

進
的

な
協

議
会

運
動

の
地

域
的

な
存

在

の
如

何

を
示

し
て

い
る
。

右

の
各

大
会

を
通

し

て
注
目

す

べ
き

こ
と

は
、

旧
来

と

は
異

な
り

恒
常
的

な

指
導

機
関

が

プ

フ

ァ
ル
ッ
、

中

部

ド
イ

ッ
、

テ

ユ
ー

リ

ン
ゲ

ソ
、

ヘ
ッ
セ

ソ
で
設
置

さ
れ

た
点

で
あ

り
、

こ
れ

は
翌
年

に
ザ

ク

セ

ソ
、

ラ

イ

ソ
ーー
ヴ

ェ
ス
ト

フ

ァ
ー

レ

ソ
で
作

ら
れ

た
同
様

の
機

関

と
共

に
、

ル
ー

ル
危
機

下

の
協

議
会

運
動

の
指
導

を
担

う

こ
と

に
な

る

。
総

じ

て
上
記

の
大
会

は
、

組

合

側

と

の
緊
張

の
中

で
挙

行

さ
れ

た
が
、

プ

フ

ァ
ル

ツ
を
除

い
て

は
、

そ

れ

ら

の
地
域

で
は
組
合

の
統

制

処
置

は
必
ず

し
も

充

分

に
は
及

び

え
な

か

っ
た
よ
う

で
あ

り
、

殊

に
中
部

ド

イ

ッ
で

は
、
代

議

員

中

の
殆

ど

の
協

議

会
代

表

が
、

組
合

の
地
区

委

乃
至

ハ
レ
地

域

の
自

由
労
組

系

経

営
協
議

会

中
央

部

の
委
任

状

を
所

有

し

て

い
た
、

と

い

わ

れ

る
。

し
か

し
反

面
、

前
年

末

に
組

合

独
自

の
協

議
会

大
会

を
開
催

し

た
金

属

労
組

は
、

「
大
会

の
成
功

に
必
要

な
条

件

が
存
在

す

る

(
47

)

場
合

に
の
み
」
大
会
問
題
を
考
慮
す

る
旨

を
表

明
し
、
自
由
労
働
組
合

の
方
針

に
従
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
例
え
ば
、
三
月

に

76(306)



ドイツ共産党の統一戦線運動の構造H

は
地
区
執
行
部
を
三

つ
の
労
働
者
政
党

で
同
等

に
占

め
る
ほ
ど

に
共
産
党

の
運
動
が
活
発

で
あ

っ
た
ブ

レ
ー
メ
ン
で
も
、

一
一
月

に
行
な

わ
れ
た
代
議
員
選
挙

で
は
、
五
万
人
以
上

の
組
織
労
働
者

の
う
ち
八
八
〇
〇
人
余
が
投
票

に
参
加
し
た
に
す
ぎ
ず
、

三
人

の
代
議
員
を
選

(
48

)

挙

し
た

に
と
ど
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
な
経
過
を
経

て
、

一
一
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
に
か
け

て
挙
行
さ
れ

た
全
国
経
営
協
議
会

大
会

は
、

ほ
ぼ
、

旧
来

の
協
議

会
運
動

を
統
括
す

る

「儀
式
」
と
し
て
の
性
格
が
強

く
、

こ
こ
で
は
そ

の
経
過
を
と
り
た
て
て
述
べ
る
必
要

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
会

で

(
49

)

は
、

主

と

し
て
ブ

ラ

ソ
ド

ラ
ー
が

政

治
、

経

済
状

況

に
関

す

る
報

告
を

行

な

い
、

夏

以
降

『
ロ
ー

テ

・
フ

ァ
!
ネ
』
紙

上

で
喧

伝

さ
れ

た

「
救
済

綱
領

し

(二
閑
Φ
簿
§
鵯
胃
。αq
轟
ヨ
ヨ
..)
と
称

さ
れ

る
共
産

党

の
政

策
が

基

本
的

に
承
認

さ
れ

た
。

ま

た
大
会

は
全

国

指
導

部

と
し

て
、

改

め

て
六

一
人

か
ら
成

る
全

国
委

員
会

を
選

出

し
、

生

産
統

制

の
施

策

を
中

心

と
す

る

「
行
動

綱
領

」

を
採

択

し

て
閉
会

し

た

の

で

あ

葡
と
こ
ろ
で
こ
の
大
会
を
主
導
し
た
全
国

の
急
進
的
な
協
議
会
運
動
が
、
如
何
程

の
地
位
を
労
働

運
動
内

で
も
ち
え
た
か
は
明

ら
か
に
な

ら
な
い
が
、

地
域
、
全
国
大
会

で
の
代
議
員

の
政
党
別
構
成

に
つ
い
て
は

一
部
を
知

る
こ
と
が

で
き

る
。
そ
れ
は
次
表

の
通
り
で
教
魏
。

(
な
お
、
独
立
社
会
民
主
党
と
は
、
両
社
会
民
主
党
と
の
合
同
後
こ
の
党
を
離
れ
た
レ
ー
デ
ブ
ー
ア
ら
の
独
立
グ
ル
ー
プ
を
指
す
)

冥

産
党
彌

会
民
主

融
堵

麩

そ

の
他

中 ヴ ラ テ ザ 全

ア ヴイ エ

部 ヅ彩1ク 国

畔 鐘 リ
ィゴ%セ 大

レ

ツ テ ソ ン ン 会

六
五
七

二
三
七

二
九
三

二

一
一

一
一
六

二
〇

七

八 八 八 二 七 八

二
二七

=
四
二二二

一 三 五 三

五 三 九 三 〇 四

右

の
表

で
示
さ
れ

る
共
産
党
系

の
勢
力

の
圧
倒
的
な

比
重
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
、
左
派
系

の
協
議
会
運
動

に
お
け
る
同
党

の
影
響
力
を
示
す
も

の
に
す
ぎ
な

い
。

む

し
ろ
こ
こ
に
み
る
よ
う
な
政
党
構
成

は
、
H
党

派

を

問
わ
な
い
」
従
業
員

の
組
織
体

た
る
協
議
会

の
特
性
を

考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ

し
て
共
産
党
が

こ
の
点
を
動
員

0307)77



の
根
拠

と
し
た
こ
と
を
想
起
す

る
な
ら
ば
、
大
会

に
至

る
運
動

の
限
界
を
表
示
す
る
も

の
と

い
え

よ
う
。
事
実
、
大
会

で
も
ブ

ラ
ン
ド
ラ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ー

は
、

[
最

近

三

ヶ
月

で
始

め
て
行
動

的

に
な

っ
た

こ

の
運
動

は
、

な

お
全

勤
労

大
衆

を

と
ら

え

て

い
な

い
L

(強
調
は
ブ

ラ
ン
ド
ラ
ー
自
身

(
52

)

(
53
)

に
よ
る
)

と

い
う
如
き
意
見
を
述

べ
、

こ
の
よ
う
な
認
識

は
グ

目
ー
テ
に
お

い
て
も
共
通
す
る
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。

と
は

い
え
、

こ
の
大

会

に
関

し
金
属
労
組
議
長
デ

ィ
ス

マ
ン
は
、
自
由
労
組
指
導
部
が
招
請
す
べ
き
全
国
大
会
を
共
産
党

に
開
催

さ
せ
た
責

は
組
合
指
導
部

の

(
54

)

側

に
あ

る
、

と
述
べ
、
ま
た
独
立
社
会
民
主
党
が
大
会

の
開
催

に
同
意
を
表
明

し
た
こ
と
は
、

こ
の
運
動

の
影
響
力
を
も

の
が

た
る
も

の

で
あ

っ
た
。

レ
テ

ィ
ヒ
が
大
会

に

つ
い
て
述
べ
た
評
言
ー

鼎
冷
静
な
状
況

の
判
断

に
よ

っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、

進
行
す
る
窮
乏

に
対

(
55
)

す

る
個

々
の
労
働
者

の
無
力

の
中

で
は
、
情
動
的
な
勢
力

の
強
固
な
支
柱

と
な

っ
た
」
1

は
、
共
産
党

の
指
導

の
性
格

に
ふ
れ
て
い
な

い

(
*
)

と

は

い
え
、

一
面

で

は
妥
当

す

る
と
思

わ

れ

る
。

78(308)

(
*
)
な
お
大
会

に
関
す
る
社
会
民
主
党
機
関
紙

『
フ
ォ
ア
ヴ

ェ
ル
ッ
』
の
論
調
を
補
足
的
に
紹
介
し
よ
う
。

同
紙

の
大
会
に
対
す
る
態
度
は
、

基

本
的

に
黙
殺
に
近

い
そ
れ
と
い
っ
て
よ
く
、
大
会
開
催
期
間
中

の
経
過
報
道

の
ス
ペ
ー
ス
は

「
労
働
組
合
」
欄

(第

=

頁
)
の
六
分

の

一
程
を
占
め

る
に
す
ぎ
な
い
。
批
判

の
視
点

は
、
本
文
で
述

べ
た
も

の
と
無
論
同

一
で
あ
る
が
、
特
に
大
会

に
至
る
代
議
員
選
出
手
続
き

へ
の
疑
義
、
彼
等
が
如
何

(
56
)

な

る
産

業

を
代
表

し
て

い
る
か

へ
の
疑

問
な
ど
が
述

べ
ら
れ
、

ま
た
大
会
が

社
会
民

主
党

の
指
導
者

ヒ

ル

フ
ァ
ー
デ

ィ
ソ
グ

(
幻
・
}山
一一hO
「O
一口
印q
)

を

(
57

)

報
告
者
と
し
て
招
請

し
た
点
が
椰
楡
さ
れ
て
い
る
。
結
論
的
に
は
、
「
(大
会
参
加
者
は
)
何
ら
の
組
織
を
も
代
表
せ
ず
、
そ
の
背
後

に
は
共
産
党
以
外

(
58

)

(
59

)

 存
在
し
な

い
」
と
す
る
見
解
が
貫
か
れ
て
お
り
、
大
会
は

「
一
般

の
無
関
心
の
も
と
で
」
挙
行
さ
れ
た
、
と

い
う
の
が
同
紙
の
基
本
的
な
認
識
で
あ

っ

た
。

さ
て
、
本
節

で
再
三
指
摘

し
た
よ
う
に
、
経
営
協
議
会

は
、
労
働
運
動

の
政
治
化
、
統
合
を
意

図
す
る
共
産
党
と
、
そ
れ
を
組
合
運
動

の
翼
下

に
お
こ
う
と
す

る
組
合
指
導
部
と

の
岐
路
を
分

か

つ
組
織

と
な

っ
た
。
そ

の
際
、
協
議
会

の
、
全
従
業
員
組
織

と
い
う
特
殊
な
組

織
的
性
格

は
、
労
働
運
動

の

「
全
体
と
し
て
の
」
動
員
を
目
指
す
共
産
党

に
と

っ
て
極

め
て
象
徴
的

な
意
味
を
も
ち
、
従

っ
て
経
営
協
議



会

は
同
党

の
動
員
体
系

に
お
い
て
キ
ー

・
ポ
ジ

シ

ョ
ソ
と
し
て
の
位
置

を
も

っ
た

の
で
あ

る
。
そ

の
点

で
わ
れ
わ
れ

は
、
前
節

で
言
及
し

た
協
議
会

の
二
面
的
な
性
格
1
利
益
代
表
及
び
闘
争
機
関
と
し
て
の
性
格
1

に
付

け
加
え
て
、
更

に
共
産
党

に
よ

っ
て
付
与

さ
れ
た
、
生

産
統
制

を
担
う
宣
伝
的
な
意

味
を
も

つ
そ
れ
を
指
摘

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
三
者

の
関
連
は

い
わ
ば
前

者

か
ら
矢
印

(↓
)

で
結
合

さ
れ
て
、
同
党
が
大
衆
組
織

に
接
近
す

る
際

の
プ

ロ
セ
ス
を
示
す
も
の
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
運
動

の

一

つ
の
到
達
点
は

一
九
二
二
年
後
半

の
全
国
経
営
協
議
会
大
会

の
開
催

で
あ
り
、

そ

の
中

で
共
産
党

は
、
活
動
的
な
左
派

の
協
議
会
運
動

に

指
導
的

な
影
響
力
を
も

っ
た
と
要
約
す
る

こ
と
が

で
き

る
で
あ
ろ
う
。

ドイツ共産党の統一戦線運動の構造H

(
60
)

と

こ
ろ

で
、

共
産

党

の
政

策

は
、

ブ

ラ

ン
ド

ラ

ー

の
表
現

に
従

え
ば
、

「
小
ブ

ル
ジ

ョ
ア
的

サ

ン
デ

ィ
カ
リ

ス
ト
的

な

カ

オ

ス
状

の

生

産

統

制
」

に
対

し
、

「
集

権

化

さ
れ

た
生
産

統

制
」

を

な
す

こ
と
を

そ

の
目
的

と

し
た
。

そ

れ

は

「
い
か
な

る
生

産
統

制

も
、

プ

ロ
レ
タ

リ

ア

ー
ト

の
政

治
権

力

の
獲

得

な

し

に

は
不
可

能

で
あ

る
」

と
す

る
認

識

を
背
後

に
有

し

て

い
た
が
、

こ
の
よ
う

に
想
定

さ
れ

た
政
治

権

力

が

「
労
働

者

政
府

」

で
あ

っ
た
。

(
1
)

閑
.
ω
Φ
置
①
炉

o
賢

息
r

ω
・
一
紹

.

(
2

)

o
・
≦

鵠
鶉

ピ

買

潮

銭

①
げ
ω
噌
簿

巳

q

o
。
蓄

蒔

ω
6
冨

盈

国
ω
。・
魯

謹

N

ω
ω
・

凱
㊤
ー

o
p

(
3

)

ψ

曽

げ
芝
薗
量

β

鼠

二

ω
ψ

ミ

ω
ー

ミ

戯
.

(
4

)

寄

。
8

ぎ

=

○
①
幕

蒔

零

げ
国
嘗

p

図
囲
鴇
の
ψ

器

心
1

§

・

(
5
)

ω
嗣
誓

げ
蓄

量

。
や

6
F

矯
ω
』

。。
卜。
・

(
6

)

ρ

≦

・
o
巨

蕾

耳

。
"
・
。
貫

ψ

⑪
9

(
7

)

霧

旨

馨

閉
・
即

O
二

く
"
ω
」

。。
ω
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U
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N
ρ
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守

ユ
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・
O
・
<
自
押

Q自
・
㊦
刈
・

な

お

一
五

の
産

業

グ

ル

ー

プ

と

は
、

農

業

、

社

会

保

障

関

係

部

門

を

加

え

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の
点

に
関

し

て

は

〈
αq
r

閑

・

〆
o
門
零

貫

〉
門
冨

一
け霞

o
o
馨

δ

O
・

の

前

々
項
で
言
及
し
た
各
グ

牛

プ
の
他
に
・

伽

臨
雌
「

切
簿

ユ

①
げ
ω
「
餌
け
ρ

野

H
嵩
昌

一
Φ
N
bo
"

Q自
.
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(
9
)

}

ピ
。
。。。
謹
。。
匠
.
〉
器
閃
①
埼
蓼

潔
①
≦

㊦
葵

ρ

浮

島

コ

一
㊤
ω
一
.

邦
訳

『
ロ
ゾ

フ
ス
キ
i
全
集

』

(希
望
閣
編
集
局
編
)
所
収

「
プ

ロ
レ
タ
リ
ヤ
独
裁
時
代

の
労
働
組

合
」、

一
九
三

一
年
、

二
五
二
頁
。

(
10
)

以
上
は
、
】)
冨

即
0
8

閏
魯

昌
P

窯
戸

島
㊤
'
O
暉
留

冥
Φ
ヨ
冨

「
お
b。
一・

(
11
)

薫

o
ぎ

冨

守

ぎ

P

2
鉾

切
鳶

一心
.
∪
。
N
§

9
二

霞

.

(
12
)

一)
卿①
閑
0
8

国
帥
『
コ
P

窯
「
・
卜Ω
O
鴇
一トδ
.
冒
コ
=
母

一Φ
躇
巳

(
13
)

豆

Φ
男
0
8

周
帥
ゴ
ロ
ρ

之
噌
・
㎝
一ρ

Q。
・
Z
o
<
①
日
訂
「
一露
b。
二

げ
箆
二

Z
「
.
㎝
一
9

切
一9

一
〇
.
Z
o
<
o
目
9

『
一
8
b。
.

(
14
)

U
一〇
カ
0
9

句
魯

部
P

Z
罫

瞳
ρ

卜。S

留

冥

Φ
ヨ
冨

『
一
露
一
・

な

お
こ
こ
で
、
失
業
者
問
題

に
関
す

る
共
産
党

の
政
策

に
つ
い
て
付

言
し
て
お
こ
う
。

失
業
者
問
題

は
、
共
産
党

に
と

っ
て
共
和
国
末
期

に
お
け
る

よ
う
な
重
要
性

を
も

た
な

か

っ
た
が
、
な

お
、

復
員
者

の
受

け
入
れ

(中
央
労
働
共
同
体
協
定

一
〇
条
)
後

の
旧
来

の

企
業
内
労
働
老
と

の
競
合
、
失
業
者
層

の
賃
金

問
題

に
対
す
る
影
響
、
或

い
は

こ
の
層
が

ス
ト

ラ
イ
キ
破
り
集
団
、
民
族
主
義

団
体

の
基
盤

の

一
つ
と
な

っ
た
こ
と
、

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
同
党

の
組
合
政
策

の

一
環

と
な

っ
た
。
当
初
、
共
産

党
は

一
九

一
九
年

の
敗
北
以
後

の

=

擾
主
義
」

へ
の
嫌
悪
か
ら
、
失
業
者
問
題

に
消
極

的
で
あ

っ
た
が

(合
同
大
会

で
の
巡
回
演
説
老

メ
ラ
ー

(箋

・
ζ
α
一一〇
「)

の
発
言
ー
望

ユ
6
澤

国
.
即

∪
.
≦

℃
ω
堕

一ω
。。
1

一ω
ρ
)、

五
回
大
会
で
は
こ
の
態

度
は
改

め
ら
れ
、
合
同
大
会

で
は
議
事

日
程

に
失
業
者

問
題
が

　
項
を
わ
り
あ
て
ら
れ
た
。
報
告
者

ヘ
ッ
カ
ー
ト
は
、

こ
の

「
巨
大
な
産
業
予
備
軍
」
が
支
配
者
側

に
利
用
さ

れ

て
い
る
事
実
を
述

べ
、

そ
れ

に
対
し
共
産
党

は
、
ω
当
該
経
営

の
労
働
者

の
賃
金
と
等

し
い
手
当

の
支
給
、
②
失
業
者

の
生
産
過
程

へ
の
編
入
、

そ
の
た

め
の
労
働

時
間

の
短
縮
、
③

こ
れ
ら

の
措
置
を
実
行
す

る

た
め

の
生
産
統
制
、

を
要
求

し
て
、

経
営
内
労

働
者
と
失
業
者

の
結
合
を
図
ら

ね
ば
な
ら
な

い
、

と
し
た

(一玄
二

こ

ω
ψ

一
ト。
りー

一ω
①
)
。

ま
た
先

に
も
述

べ
た
通
り
、

A
D
G
B

の
提
案

に
な
る
失
業
者

問
題

に

つ
い
て
の
十
項
目
要
求

を
支
持

し
宣
伝
す
る
と
と
も

に
、

失
業
者
党
員

の

フ
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
形
成

と
、

こ
の
組
織
…を
中
心

と
す

る
失
業
者
協
議
会

の
建
設
を
行
な

い
、

こ
れ
ら
は
七
回
大
会

で
改

め
て
確
認

さ
れ
そ

の
実
現
が
目
指
さ
れ

た
の
で

あ

っ
た
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図
Φ
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